


佐
藤
　
栄
一

宇
都
宮
市
長

ご
あ
い
さ
つ

「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
40
年
の
あ
ゆ
み
」
の
発
行
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
発
行
に
あ
た
り
、

御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」
は
、
昭
和
51
年
の
宇

都
宮
市
制
施
行
80
周
年
の
年
に
、
宇
都
宮
青
年

会
議
所
創
立
10
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
初
め

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
急
激
な
都
市

化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、

地
域
社
会
に
お
け
る
人
々
の
交
流
が
減
少
し
つ

つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
り
、
市
民
同
士
の
心
の
ふ

れ
あ
い
の
機
会
を
求
め
、
大
通
り
を
歩
行
者
天

国
に
し
て
、
交
流
の
場
を
作
ろ
う
と
誕
生
し
た

お
祭
り
で
あ
り
ま
す
。

当
初
、
１
回
の
み
の
開
催
予
定
で
あ
り
ま
し
た

が
、
継
続
開
催
を
願
う
市
民
の
後
押
し
と
関
係
者

の
熱
意
に
よ
り
、
そ
の
後
も
歴
史
を
重
ね
、
今
年

で
記
念
す
べ
き
40
回
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
私
も
青
年
会
議
所
の
理
事
長
と
し
て
、「
宮
ま

つ
り
」
の
運
営
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
時
期

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
時
の
苦
労
や
達
成
感
は
、

私
の
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
お
祭
り
が
、
こ
こ
ま
で
発
展
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
開
催
委
員
会
を
構
成
し

て
い
る
宇
都
宮
青
年
会
議
所
、
宇
都
宮
商
工
会
議

所
、
宇
都
宮
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会
、
宇
都
宮

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
関
係
者
の
皆
様
の
御
苦
労
、
御
協
力
の
お
か

げ
で
あ
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
親
し

ま
れ
て
き
た
「
宮
ま
つ
り
」
は
、
現
在
で
は
、
北

関
東
最
大
規
模
の
市
民
の
祭
り
に
成
長
し
、
市
内

は
も
と
よ
り
県
内
外
か
ら
も
多
く
の
お
客
様
を
迎

え
る
本
市
の
夏
の
風
物
詩
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

家
族
や
仲
間
と
と
も
に
宮
ま
つ
り
を
見
に
行
く
、

み
こ
し
や
パ
レ
ー
ド
な
ど
に
参
加
す
る
、
運
営
に

参
画
す
る
な
ど
、
そ
の
関
わ
り
方
は
様
々
で
は
あ

り
ま
す
が
、
私
た
ち
「
宮
っ
こ
」
に
と
っ
て
、
こ

の
「
宮
ま
つ
り
」
は
、
大
切
な
夏
の
思
い
出
と
し

て
刻
ま
れ
て
い
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、歴
史
あ
る「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」が
、

益
々
大
き
く
発
展
し
、
末
永
く
継
続
し
て
い
け
ま
す

よ
う
、
市
と
し
て
も
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、「
第
40
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」
が
例

年
に
も
増
し
て
盛
大
に
、
そ
し
て
、
安
全
に
開
催

さ
れ
、
祭
り
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
で
あ
い
と
ふ

れ
あ
い
」
が
深
め
ら
れ
ま
す
こ
と
を
御
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

須
山
　
裕
史

第
40
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り

開
催
委
員
会
実
行
本
部
長

第
40
回
宮
ま
つ
り
に
む
け
て

第
40
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
開
催
委
員
会
実
行

本
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
公
益
社
団
法
人

宇
都
宮
青
年
会
議
所
第
49
代
理
事
長
の
須
山
裕
史

と
申
し
ま
す
。

宇
都
宮
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
、
多
く
の
市
民

の
皆
様
に
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
ふ
る
さ
と
宮
ま

つ
り
も
、
今
年
で
第
40
回
を
迎
え
ま
す
。「
で
あ
い

と
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」
と
い
う
変
わ
ら
ぬ
テ
ー
マ

の
下
、
近
年
は
60
万
人
以
上
の
観
客
と
参
加
者
が

一
体
と
な
っ
て
作
り
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

れ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
実
行
本

部
の
使
命
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

歴
史
を
紐
解
き
ま
す
と
、
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り

は
、
昭
和
51
年
に
宇
都
宮
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）

創
立
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
宇
都
宮
Ｊ
Ｃ
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
と
役
割
を
分

担
し
て
実
行
本
部
を
形
成
し
て
お
り
、
宇
都
宮

Ｊ
Ｃ
は
企
画
と
運
営
の
部
分
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
宇
都
宮
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
に
関
わ
る

こ
と
は
、
人
材
育
成
や
自
己
成
長
で
き
る
素
晴
ら

し
い
機
会
だ
と
考
え
て
お
り
、
今
年
も
メ
ン
バ
ー

一
丸
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
に
携
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

今
年
も
、
安
全
面
を
第
一
に
考
え
、
警
察
関
係

の
皆
様
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
と
協
力
し
、
観

客
と
参
加
者
の
皆
様
に
事
件
・
事
故
の
な
い
宮
ま

つ
り
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は
節
目
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
て
、
山
車
屋
台
の
出
場
が
予
定
を
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
今
年
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
と
し
て
ぜ

ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
は
、
行
政
関
係
、
警
察
関

係
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
く
の
企
業
、

団
体
、
自
治
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
協

力
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
第

40
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
を
大
成
功
に
導
く
こ
と

を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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る
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と
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40
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ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
40
周
年
に
寄
せ
て



c o l u m n

「
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
ま
つ

り
」
が
宮
ま
つ
り
の
土
台
を
形
成
し
、

そ
の
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
〝
精
神
〟

で
す
。〝
ま
つ
り
〟
と
は
神
を
祀
る
こ

と
で
あ
り
そ
の
儀
式
を
指
す
の
で
す

が
、
宮
ま
つ
り
は
「
ヒ
ト
ビ
ト
の
交

流
を
促
し
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
地
域

価
値
が
創
出
さ
れ
る
」
こ
と
に
、
そ

の
今
日
的
意
義
と
意
味
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
宮
ま
つ
り
の
舞
台

は
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
の
大
通
り
。

つ
ま
り
、中
心
街
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
が
2
日
間
に
わ
た
っ
て
、
歩
行
者

天
国
、カ
ー
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
（
c
a
r 

f
r
e
e 

z
o
n
e
）
に
な
る
訳
で

す
。
歩
行
者
天
国
が
初
め
て
実
施
さ

れ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
五
番

街
。
日
本
で
は
同
年
に
銀
座
な
ど
で

試
み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
6
年

後
の
1
9
7
6
年
に
第
一
回
の
宮
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
た
の
で
す
。
中
心

街
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
2
日
間

に
わ
た
っ
て
カ
ー
フ
リ
ー
に
な
る
こ

と
自
体
が
、
過
度
に
車
依
存
に
な
っ

て
い
る
宇
都
宮
の
ま
ち
づ
く
り
に

と
っ
て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま

す
。
車
依
存
で
は
な
い
暮
ら
し
の
あ

り
方
や
楽
し
さ
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
性
が
そ
こ
に
は
あ
る
の
で
す
。

第
一
回
宮
ま
つ
り
か
ら
34
年
後
の

2
0
1
0
年
、
西
口
大
通
り
を
舞
台

に
し
た
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ク
リ
テ
リ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
宮
ま
つ

り
で
培
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
こ
の
世

界
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
可
能
に
し
た
の

で
あ
り
、
中
心
市
街
地
な
ら
で
は
の

非
日
常
性
（
ハ
レ
）
と
そ
の
可
能
性

を
象
徴
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。ま

た
、
宮
ま
つ
り
は
、
公
共
空
間

と
は
何
か
、
公
共
財
の
利
用
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
貴
重
な
問
い

を
私
達
に
発
信
し
て
い
ま
す
※
。
人
口

減
少
、
超
高
齢
化
、
孤
独
死
、
貧
困

化
な
ど
、
地
域
社
会
が
直
面
す
る
問

題
は
深
刻
か
つ
多
様
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
峙
す
る
た
め
に
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
が
増
し
て
い

ま
す
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
求
め

ら
れ
て
い
る
今
日
、
懐
深
く
誰
で
も

参
画
で
き
る
「
宮
ま
つ
り
」
は
、
世

代
を
超
え
た
交
流
を
促
進
す
る
公
共

空
間
の
有
り
様
と
、
そ
こ
で
展
開
さ

れ
る
「
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の

ま
つ
り
」
の
理
想
像
を
提
示
し
て
い

る
の
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
論
か
ら
視
る「
宮
ま
つ
り
」の
今
日
的
意
義
と
意
味

※この点について関心のある方は、馬場正尊＋ Open A『公共空間のリノベーション』（学芸出版社、2013 年 9 月）をお勧めします。

写
真
で
み
る
40
年
の
あ
ゆ
み

市民主体のまちづくり、住宅政策、地方の都市計画論、まちづくり学習、NPO論、ESD（持続可能開発の教育）
などを主な研究テーマとする。主な履歴としてアメリカ、カナダの大学及び大学院にて都市計画・地域計画を
専攻。1998年、学術博士（金沢大学）。1999年、宇都宮大学教育学部家政教育専攻（住環境・まちづくり研
究室）赴任。2014年、宇都宮大学学長補佐。所属団体としてNPO法人宇都宮まちづくり市民工房理事長。
NPO法人大谷石研究会理事。NPO法人うつのみや環境行動フォーラム理事。NPO法人アスク理事。うつのみ
や人・街・景観フォーラム代表など。主な著書に『まちづくり教科書第6巻まちづくり学習』（共著 丸善 2005）『コ
ミュニティ・カフェと市民育ち』（共著 萌文社 2007）『地方都市の再生戦略』（共著 学芸出版社 2013）など。

陣内  雄次  さん
宇都宮まちづくり推進機構
宮再発見専門委員会委員長
宇都宮大学教育学部教授
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写
真
で
み
る
40
年
の
あ
ゆ
み

1
9
7
6〈
昭
和
51
年
〉

｜
｜
｜

1
9
9
5〈
平
成
7
年
〉

  ◆昭和51（1976）年

  

◆
昭
和
51
（
1
9
7
6
）年

  ◆平成2（1990）年

  ◆平成2（1990）年

  ◆平成6（1994）年

  ◆昭和51（1976）年

  ◆昭和51（1976）年

  ◆昭和51（1976）年

  ◆平成6（1994）年

  ◆昭和51（1976）年

  ◆平成2（1990）年

  ◆昭和51（1976）年

  ◆平成2（1990）年  ◆平成6（1994）年  ◆平成2（1990）年
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写
真
で
み
る
40
年
の
あ
ゆ
み

  ◆平成11（1999）年   ◆平成17（2005）年

  ◆平成17（2005）年  ◆平成17（2005）年

  ◆平成17（2005）年   ◆平成17（2005）年

  ◆平成17（2005）年

1
9
9
6〈
平
成
8
年
〉

｜
｜
｜

2
0
0
5〈
平
成
17
年
〉

  ◆平成17（2005）年

  ◆平成16（2004）年

  ◆平成16（2004）年

  ◆平成17（2005）年

  ◆平成16（2004）年

  ◆平成17（2005）年

  ◆平成11（1999）年  ◆平成17（2005）年
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  ◆平成21（2009）年

  ◆平成20（2008）年

  ◆平成21（2009）年

  ◆平成20（2008）年

  ◆平成21（2009）年

  ◆平成21（2009）年

  ◆平成20（2008）年

2
0
0
6〈
平
成
18
年
〉

｜
｜
｜

2
0
0
9〈
平
成
21
年
〉

  ◆平成20（2008）年

  ◆平成21（2009）年

  ◆平成20（2008）年

  ◆平成18（2006）年

  ◆平成18（2006）年

  ◆平成18（2006）年  ◆平成21（2009）年  ◆平成20（2008）年
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写
真
で
み
る
40
年
の
あ
ゆ
み

  ◆平成26（2014）年

2
0
1
0〈
平
成
22
年
〉

｜
｜
｜

2
0
1
4〈
平
成
26
年
〉

  ◆平成24（2012）年

  ◆平成24（2012）年

  ◆平成22（2010）年

  ◆平成22（2010）年  ◆平成26（2014）年

  ◆平成23（2011）年  ◆平成24（2012）年

  ◆平成24（2012）年

  ◆平成24（2012）年

  ◆平成23（2011）年

  ◆平成23（2011）年  ◆平成24（2012）年

  ◆平成23（2011）年

  ◆平成24（2012）年
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c o l u m n

1
9
7
0
年
に
開
催
さ
れ
た
「
日

本
万
国
博
覧
会
」。「
お
祭
広
場
」で
は
、

様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の

中
で
も
、
全
国
各
地
の
祭
礼
（
秋
田

の
竿
燈
・
山
形
の
花
笠
音
頭
等
）
が

目
玉
と
な
っ
た
。
当
時
小
学
生
だ
っ

た
私
は
、「
お
祭
が
外
へ
出
て
も
良
い

ん
だ
！
」
と
驚
い
た
。
こ
れ
は
、
地

域
の
祭
礼
行
事
が
地
元
を
離
れ
、
他

地
域
で
「
イ
ベ
ン
ト
ツ
ー
ル
」
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
が
解
禁
さ
れ
た
画

期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
思
う
。

こ
れ
を
機
に
、
全
国
各
地
で
「
祭
礼
」

を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
活
用
す
る
事
象

が
起
こ
り
始
め
る
が
、
1
9
7
6
年

に
「
市
民
ま
つ
り
」
と
し
て
開
催
さ

れ
た「
宮
ま
つ
り
」も
例
外
で
は
な
い
。

宇
都
宮
市
青
年
会
議
所
10
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
「
市
民
総
ぐ

る
み
の
イ
ベ
ン
ト
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
に
は
「
音
楽

パ
レ
ー
ド
」「
神
輿
巡
行
」
な
ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
企
画
さ
れ
て
お
り
、
現

在
に
繋
が
る
骨
格
を
形
成
し
て
い
る
。

予
算
は
2
千
万
円
、
来
訪
者
数
は

40
万
人
と
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

2
0
0
3
年
に
実
施
し
た
調
査
に

よ
る
と
、
約
3.8
h
a
の
会
場
に
、
地

元
営
業
店
1
4
3
、
祭
対
応
店
20
、

閉
店
2
5
6
、
露
天
商
1
6
8
、
と

い
う
状
況
の
中
、
市
住
民
一
人
あ

た
り
の
平
均
消
費
額
が
8
4
1
円

（
露
天
商
5
7
7
円
・
地
元
商
店

2
6
4
円
）
で
、
露
天
商
で
の
購
入

比
率
が
高
く
、
総
消
費
金
額
は
推
計

で
約
1
億
4
千
万
円
と
な
っ
た
。
こ

の
数
字
は
、
当
該
調
査
に
よ
る
来
訪

者
推
計
数
を
16
万
7
千
人
と
し
た
場

合
で
あ
る
。
主
催
者
発
表
の
来
訪
者

数
55
万
人
と
は
大
き
な
開
き
が
出
た
。

魅
力
度
で
測
る
と
、
基
本
的
な
要
因

（
二
荒
山
神
社
等
）
以
外
で
は
「
露
天

商
」
の
魅
力
度
が
高
く
「
催
し
物
」

の
魅
力
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、
市
内
か
ら
の
来
訪
者
は
72
％

で
あ
り
、
10
代
・
20
代
が
全
体
の

60
％
を
越
え
、
若
者
の
来
訪
が
多
く
、

40
代
以
上
の
来
訪
が
少
な
い
。

イ
ベ
ン
ト
は
「
開
催
す
る
こ
と
」

だ
け
が
目
的
で
は
な
い
。
開
催
に
よ

る
イ
ン
パ
ク
ト
（
影
響
）
が
重
要
だ
。

「
宮
ま
つ
り
」
も
40
回
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
来
場
者
数
を
含
め
、
現
状
を

素
直
に
把
握
し
、
見
直
す
こ
と
で
、

よ
り
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
へ
と
進
化

す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

「
宮
ま
つ
り
」と
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
の
必
要
性

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

宇都宮市出身。マーケティングプランナー。主に栃木県内の農産物消費拡大を目的としたマーケティングや
プランニング、イベント運営などを行う。42歳の時、社会人として宇都宮大学大学院工学研究科博士課程に
入学。卒業後、まちづくりに関わる活動を開始。宇都宮市の生涯教育課「人材かがやきセンター」「市民大学」
などの講師を務める。主な講義に「レンズから見た宇都宮」「まちなかでスローな夜を過ごしませんか」「女
性のためカフェ学入門」ほか。研究論文は「イベントのインパクト調査に関する研究」「来訪者からみた祭り
の便益に関する比較研究」など。日本都市計画学会、日本観光研究学会会員。工学博士。（情報制御シス
テム科学）そして日々スーパー巡りをする主婦。

高岡  耕子  さん（有）マスタープラン代表取締役
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予
想
以
上
の
人
出
に
足
す
く
む

祭
り
で
ふ
る
さ
と
再
認
識

昭
和
52
年
第
２
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
実
行

本
部
長
を
務
め
る
。
現
在
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ

り
開
催
委
員
会
監
事
。
五
十
二
電
気
工
事
㈱

代
表
取
締
役
。

　
宇
都
宮
青
年
会
議
所
の
創
立
10
周
年
記
念
事
業
の
宮
ま
つ

り
は
、最
初
は
「
大
通
り
歩
行
者
天
国
」
と
い
う
発
想
で
し
た
。

浜
松
市
の
祭
り
を
視
察
し
、「
歩
行
者
天
国
だ
け
で
は
も
っ
た

い
な
い
」
と
の
思
い
か
ら
「
山
車
や
み
こ
し
な
ど
郷
土
の
も

の
に
も
出
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
宮
ま
つ
り

の
形
が
で
き
た
わ
け
で
す
。

　
入
梅
の
頃
が
実
施
の
最
終
決
定
時
期
で
し
た
。
相
当
の
事

業
規
模
の
た
め
、
決
断
に
は
迷
い
も
あ
り
ま
し
た
。
た
ま
た

ま
佐
々
木
理
事
長
と
ド
ッ
ク
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
徹
夜
で

議
論
の
末
、
私
が
寄
り
切
ら
れ
ま
し
た
。
実
施
に
当
た
っ
て

も
全
て
が
初
め
て
の
こ
と
で
、
毎
日
が
必
死
で
し
た
。
特
に

資
金
調
達
は
死
に
物
狂
い
で
し
た
。
一
軒
、
一
軒
、
軒
並
み

お
願
い
に
歩
き
ま
し
た
。

　
宮
ま
つ
り
当
日
は
10
万
人
く
ら
い
の
人
出
の
想
定
で
し
た
。

旧
仲
見
世
の
バ
ン
バ
通
り
で
指
揮
を
執
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

あ
ま
り
の
人
の
多
さ
に
足
が
す
く
ん
だ
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
旧
仲
見
世
通
り
か
ら
み
こ
し
が
で
る
は
ず
だ
っ
た
の

で
す
が
、
あ
ま
り
の
人
出
で
動
き
が
と
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
で

し
た
。

　
当
初
は
一
度
限
り
の
予
定
で
し
た
が
、「
ぜ
ひ
継
続
を
」
と

の
声
に
継
続
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
第
２
回
目
は
私
が
実
行

委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
マ
ー
チ
ン
グ
を
入
れ
ま
し
た
。
数
年
後
、

宇
都
宮
の
マ
ー
チ
ン
グ
は
全
国
レ
ベ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
宮

ま
つ
り
参
加
の
た
め
に
猛
練
習
し
た
成
果
で
し
ょ
う
。
昭
和

55
年
、
栃
の
葉
国
体
「
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
で
後
夜
祭

の
実
行
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
が
、
宮
ま
つ
り
で
培
っ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
が
活
き
ま
し
た
。

　「
同
じ
事
の
繰
り
返
し
で
歴
史
が
で
き
る
」
と
い
う
思
い
が

皆
に
あ
り
ま
し
た
。
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
回

を
重
ね
る
こ
と
が
大
切
。「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り

　
出
会
い
と

ふ
れ
あ
い
の
広
場
」、
更
に
歴
史
を
刻
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

八
城  

光
男 

さ
ん
（
73
歳
）

　
10
代
目
理
事
長
と
し
て
、
昭
和
51
年
に
ま
ず
10
周
年
の
式

典
を
考
え
ま
し
た
。
当
時
、
経
済
成
長
で
人
の
心
を
忘
れ
が

ち
な
時
代
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
た
の
で
、
記
念
講
演
は
ふ

る
さ
と
を
再
認
識
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
当

時
参
議
院
議
員
で
N
H
K
の
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
だ
っ
た
宮
田

輝
さ
ん
に
講
師
を
頼
み
、「
し
も
つ
か
れ
の
味
」
と
い
う
演
題

で
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
念
事
業
は
、
宮
田
さ
ん

に
ふ
る
さ
と
の
芸
能
関
係
の
話
を
し
て
も
ら
う
の
だ
か
ら
、

お
祭
り
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
宇
都
宮
の
中
心
で
あ
る
大
通
り
を
止
め
て
も
ら
お
う
と
簡

単
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
こ
れ
が
一
番
大
変
で
、
連
日

連
夜
、
市
役
所
や
警
察
な
ど
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
ど
う
す
れ

ば
止
め
ら
れ
る
か
相
談
し
ま
し
た
。
大
通
り
を
止
め
る
の
が

決
ま
ら
な
い
と
、
祭
り
を
や
る
と
対
外
的
に
言
え
ま
せ
ん
か

ら
。
通
行
止
め
に
で
き
る
と
な
っ
た
の
は
、
5
月
の
連
休
明

け
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
浜
松
の
祭
り
を
見
に
行
き
、
練
り
歩
き
と
電
飾
の
屋
台
の

動
く
姿
が
綺
麗
だ
っ
た
と
報
告
を
受
け
、
う
ち
も
動
き
の
あ

る
祭
り
に
し
よ
う
と
、
歩
行
者
天
国
・
広
場
の
計
画
を
変
更
し
、

宇
都
宮
市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
春
夏
秋
冬
の
お
祭
り
、
行
事

を
と
り
い
れ
た
動
く
祭
り
の
形
と
し
ま
し
た
。

　
費
用
は
各
方
面
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
最
終
的
に

4
0
0
0
万
円
近
く
の
寄
付
を
集
め
ま
し
た
。
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
大
通
り
の
面
積
を
出
し
て
人
は
何
人
く
ら
い

集
ま
っ
て
大
丈
夫
な
の
か
、
な
ど
警
備
を
中
心
に
考
え
ま
し

た
。
祭
り
が
始
ま
り
、
あ
ま
り
に
多
く
の
人
が
出
た
の
で
警

察
が
「
危
険
だ
か
ら
中
止
に
す
る
か
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

で
も
中
止
し
た
ら
余
計
混
乱
す
る
と
思
い
、
実
行
し
ま
し
た
。

　
経
済
優
先
の
時
代
に
、
故
郷
に
関
心
を
戻
そ
う
と
い
う
こ

と
で
結
果
的
に
い
い
祭
り
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
10
周
年

の
記
念
だ
か
ら
1
回
き
り
で
終
わ
る
予
定
で
し
た
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
や
各
種
団
体
か
ら
の
強
い
要
請
で
継
続
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
祭
り
は
J
C
が
担
当
し
て
い
る
か
ら
継

続
で
き
る
。
毎
年
担
当
が
代
わ
る
か
ら
、
若
さ
と
情
熱
で
一

生
懸
命
や
る
の
で
続
く
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

昭
和
51
年
第
1
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
実
行

本
部
長
を
務
め
る
。
現
在
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ

り
開
催
委
員
会
会
員
、
運
営
委
員
会
委
員
、

税
理
士
、
佐
々
木
会
計
事
務
所
所
長
。

佐
々
木  

正 

さ
ん
（
77
歳
）
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祭
り
は
偉
大
な
マ
ン
ネ
リ

県
内
の
祭
り
、大
通
り
で
開
催
を

　
宮
ま
つ
り
は
第
1
回
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
17
〜

22
年
は
休
み
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
あ
り
ま
す
ね
。

第
1
回
は
太
鼓
神
輿
で
出
ま
し
た
。
今
の
も
の
で
は
な
く
、

昭
和
50
年
に
氏
子
青
年
会
が
、
簡
易
の
台
を
造
り
二
荒
山
神

社
の
大
太
鼓
を
お
借
り
し
て
天
王
祭
に
出
し
ま
し
た
。
バ
ン

バ
通
り
と
し
て
宮
ま
つ
り
に
参
加
す
る
際
、
氏
子
青
年
会
か

ら
お
借
り
し
ま
し
た
。
今
の
台
は
昭
和
52
年
、
バ
ン
バ
通
り

商
店
街
と
し
て
造
っ
た
も
の
で
す
。

　
第
5
回
、
昭
和
55
年
か
ら
石
段
を
上
が
る
よ
う
に
な
り
恒

例
に
な
り
ま
し
た
。
担
ぎ
方
は
、
宮
壹
会
や
市
場
神
輿
が
出

る
よ
う
に
な
っ
て
江
戸
前
の
担
ぎ
方
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
田
舎
担
ぎ
。
掛
け
声
は
「
わ
っ
し
ょ
い
」
が
多
か
っ

た
が
、
バ
ン
バ
だ
け
は
「
オ
イ
サ
ー
」。
担
ぎ
手
も
段
々
増
え

て
き
ま
し
た
。
役
員
の
息
子
た
ち
が
高
校
生
や
大
学
生
で
、

友
だ
ち
を
連
れ
て
き
た
り
し
て
ね
。
友
だ
ち
の
輪
が
広
が
り
、

神
輿
好
き
が
神
輿
好
き
を
呼
ん
で
段
々
増
え
ま
し
た
。
参
加

す
る
立
場
と
し
て
、
こ
ん
な
に
続
い
て
い
る
の
は
や
っ
て
楽

し
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
続
い
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
今

年
は
終
わ
っ
た
、
来
年
も
あ
る
か
ら
出
る
、
と
い
う
1
年
ご

と
の
積
み
重
ね
で
今
ま
で
や
っ
て
き
た
感
じ
で
す
ね
。

　
太
鼓
神
輿
の
リ
ズ
ム
は
昔
か
ら
同
じ
で
す
。
た
た
く
の
は

大
変
で
、
8
人
は
用
意
し
ま
す
。
私
も
ち
ょ
っ
と
た
た
き
ま

し
た
が
、
す
ぐ
手
の
皮
が
む
け
ま
し
た
。

　
宮
ま
つ
り
は
ず
っ
と
続
い
て
ほ
し
い
で
す
。
マ
ン
ネ
リ
と

言
わ
れ
る
が
、
ど
の
祭
り
も
ず
っ
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
。
三
社
祭
で
も
鳥
越
神
社
の
祭
り
で
も
同
じ
こ

と
を
ず
っ
と
継
承
し
て
い
ま
す
。
祭
り
は
偉
大
な
マ
ン
ネ
リ
。

だ
か
ら
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
神
輿
の
担
ぎ
棒
の
棒
先
3
寸
に
は
人
が
乗
っ

て
い
い
。
神
輿
本
体
が
お
社
で
、
担
ぎ
棒
は
参
道
。
参
道
な

の
だ
か
ら
人
が
立
っ
て
い
い
ん
で
す
。
本
体
に
は
近
づ
い
て

は
ダ
メ
で
す
。
本
来
、
神
輿
に
乗
る
人
は
指
揮
者
で
、
神
輿

を
操
る
の
が
役
目
。
お
社
で
あ
る
本
体
に
手
を
掛
け
る
か
ら

注
意
さ
れ
る
ん
で
す
ね
。

長
年
に
わ
た
り
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
み
こ
し

部
会
役
員
と
し
て
参
加
。
バ
ン
バ
通
り
商
店

街
「
絹
屋
」
経
営
。

山
村  

隆 

さ
ん
（
66
歳
）

　
宮
ま
つ
り
が
始
ま
っ
て
も
う
40
年
経
つ
の
で
す
ね
。
あ
っ
と

い
う
間
で
す
ね
。

　
宮
ま
つ
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
は
、
バ
ン
バ
通
り
商
店
街
の

会
長
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
市
制
90
周
年
の
時

は
「
バ
ン
バ
を
歩
い
て
ハ
ワ
イ
へ
行
こ
う
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

バ
ン
バ
通
り
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
二
荒
山
神
社
の

鳥
居
の
前
で
開
催
し
た
日
活
怪
獣
映
画
「
ガ
ッ
パ
」
の
シ
ョ
ー

が
一
番
最
初
だ
っ
た
か
な
。
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
の
テ
ン
プ

タ
ー
ズ
を
呼
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
。
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
過

ぎ
て
し
ま
い
中
止
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は

い
い
思
い
出
で
す
。

　
お
祭
り
を
や
る
と
人
が
集
ま
る
の
で
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
に
商
店
街
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

宮
ま
つ
り
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
息
子
た
ち
は
高
校
生
や
中
学
生

で
、
毎
年
神
輿
の
担
ぎ
手
と
し
て
友
人
を
大
勢
連
れ
て
き
ま
し

た
。
半
纏
は
商
店
街
で
作
り
貸
し
出
し
ま
し
た
が
、
パ
ッ
チ
や

腹
巻
き
、
足
袋
な
ど
は
買
っ
て
準
備
し
ま
し
た
。

　
宮
ま
つ
り
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
毎
年
雨
が
降
る
ん

で
す
よ
ね
。
パ
ン
ツ
ま
で
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

を
家
内
が
洗
っ
て
な
ん
と
か
ひ
と
晩
で
乾
か
し
て
く
れ
た
の

に
、
次
の
日
も
凄
い
夕
立
と
な
っ
た
り
し
て
ね
。
太
鼓
の
皮
が

い
つ
破
れ
る
か
い
つ
も
心
配
で
し
た
。

　
祭
り
が
嫌
い
な
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
私
の
所
で
も
長
男

は
体
調
の
都
合
で
出
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
次
男
は
50
歳

ま
で
太
鼓
を
た
た
い
て
い
ま
し
た
。
体
格
が
よ
く
て
、
重
い
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
の
分
太
鼓
神
輿
は
勇
壮
で
し
た
。

　
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う
、
一
度
で
い
い
か
ら
県
内
の
お
祭

り
を
宇
都
宮
に
集
め
て
や
り
た
い
と
言
っ
た
の
で
す
が
、
結
局

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
一
回
に
全
て
の
祭
り
を
や
る
の
は
不

可
能
だ
か
ら
、
毎
年
交
代
で
招
待
し
て
や
れ
ば
で
き
る
の
で
は

な
い
か
な
。

　
祭
り
は
楽
し
い
。
第
40
回
は
盛
大
に
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。
祭
り
が
寂
れ
る
と
さ
み
し
い
で
す
か
ら
。
昔
は
み

ん
な
熱
か
っ
た
。
熱
く
な
き
ゃ
お
祭
り
な
ん
て
で
き
な
い
で
す

よ
。
今
の
若
い
人
達
も
祭
り
が
嫌
い
な
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

ず
っ
と
続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

長
年
に
わ
た
り
バ
ン
バ
通
り
商
店
街
会
長

と
し
て
宮
ま
つ
り
を
支
え
る
。
青
年
会
議

所
第
２
代
理
事
長
。

粕
谷  

忠
市 

さ
ん
（
86
歳
）
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宮
っ
子
み
こ
し
で
参
加
者
増

も
っ
と
余
韻
、余
裕
を

　
30
歳
で
実
行
本
部
長
を
務
め
た
の
は
最
年
少
。
宇
都
宮
青

年
会
議
所
（
J
C
）
の
先
輩
た
ち
が
宮
ま
つ
り
を
立
ち
上
げ
、

市
役
所
と
会
議
所
と
J
C
が
三
位
一
体
で
運
営
し
て
い
た
時

代
の
最
後
で
し
た
。

　
J
C
で
は
当
時
、
宮
ま
つ
り
は
も
う
い
い
の
で
は
な
い
の

か
、
と
い
う
グ
ル
ー
プ
と
、
続
け
て
い
こ
う
と
い
う
グ
ル
ー

プ
が
あ
り
ま
し
た
。
僕
は
後
者
の
意
見
だ
っ
た
の
で
、
皆
さ

ん
も
っ
と
関
わ
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
う
立
場
で
し
た
。

　
祭
り
の
委
員
長
を
や
っ
て
理
事
長
を
や
っ
た
の
は
僕
の
前

に
は
多
分
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
理
事
長
時
代
、
い
く
つ
か

の
J
C
か
ら
呼
ば
れ
、新
し
い
事
業
の
起
こ
し
方
な
ど
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
て
く
れ
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
埼
玉
県
加
須
市
の

こ
い
の
ぼ
り
の
祭
り
は
、
立
ち
上
げ
の
時
に
話
を
し
た
覚
え

が
あ
り
ま
す
ね
。

　
今
で
こ
そ
、
鳥
居
の
前
で
大
き
な
神
輿
が
3
基
並
び
ま
す

が
、
当
時
は
す
れ
違
う
だ
け
。
あ
れ
を
真
ん
中
に
集
め
れ
ば

迫
力
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
、
連
合
渡
御
を
提
案
し
ま
し

た
。
昼
間
に
二
荒
山
神
社
な
ど
の
神
輿
が
出
て
、
前
年
度
委

員
長
と
し
て
僕
が
携
わ
っ
て
初
め
て
実
施
し
た
宮
っ
こ
神
輿

で
す
。
担
ぎ
手
は
町
内
会
単
位
で
は
出
ら
れ
な
い
人
に
し
て
、

今
で
も
そ
れ
が
生
き
て
い
ま
す
。
平
成
6
年
に
は
第
1
回
ホ

ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。
宮
ま
つ
り
や

天
王
祭
が
あ
っ
た
か
ら
実
現
で
き
た
事
業
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　
当
時
、「
神
輿
の
数
で
は
宮
ま
つ
り
が
日
本
一
」
と
先
輩
か

ら
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
も
っ
と
P
R
し
て
も
よ
い
の
で
は
、

と
も
思
い
ま
し
た
が
、
見
る
よ
り
参
加
す
る
の
が
主
目
的
だ

か
ら
P
R
し
な
か
っ
た
の
か
な
。
小
学
生
の
マ
ー
チ
ン
グ
が

日
本
有
数
の
地
区
に
な
っ
た
の
も
宮
ま
つ
り
効
果
と
先
輩
か

ら
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
ま
つ
り
中
に
街
な
か
で
ス
ポ
ー
ツ
を
と
考
え
、
ス
ト
リ
ー

ト
バ
ス
ケ
を
開
催
す
る
こ
と
を
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、

実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
基
本
的
に
お
客
さ
ん
を

呼
ぶ
の
で
は
な
く
、
参
加
者
を
集
め
た
い
と
の
思
い
か
ら
考

え
た
の
で
す
が
。

平
成
10
年
第
23
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
実
行

本
部
長
を
務
め
る
。
㈱
飯
村
石
材
工
業
代
表

取
締
役
。

飯
村  

悟 

さ
ん
（
52
歳
）

　
初
回
は
素
晴
ら
し
く
盛
大
な
祭
り
が
で
き
た
と
観
客
と
し

て
見
て
い
ま
し
た
。
2
回
目
か
ら
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
町
内

会
で
参
加
し
、
第
4
回
目
か
ら
は
江
曽
島
に
住
む
友
人
と
「
宮

壹
会
」
を
作
り
、
現
在
ま
で
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
で
40
回
。
も
う
歴
史
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
当
初
は

マ
ン
ネ
リ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
同
じ
時
期
に
同
じ
も
の
が

戻
っ
て
く
る
の
が
お
祭
り
で
あ
っ
て
、
変
革
を
求
め
る
の
が

お
祭
り
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
宮
ま
つ
り
は
イ
ベ
ン
ト
だ

か
ら
時
代
の
流
れ
で
徐
々
に
変
わ
る
の
は
い
い
と
思
い
ま
す
。

住
人
が
1
年
間
待
っ
て
、
市
外
や
県
外
に
出
て
行
っ
た
人
が

戻
っ
て
き
て
、
再
び
宮
ま
つ
り
に
ふ
れ
た
時
に
大
き
く
な
っ

た
と
感
じ
る
の
が
宮
ま
つ
り
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
今
は
余
韻
が
な
い
と
感
じ
ま
す
。
朝
起
き
て
、
祭
り
囃
子

が
聞
こ
え
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
り
、
祭
り
が
始
ま
る
。
そ
こ

に
親
子
の
絆
な
ど
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
。
今
は
参
加

す
る
人
だ
け
が
パ
ッ
と
出
て
行
っ
て
、
見
物
客
も
パ
ッ
と
見

に
行
っ
て
終
わ
っ
て
い
る
。
も
う
少
し
余
韻
、
余
裕
が
あ
っ

て
も
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
祭
り
を
面
的
に
広
げ
、
時

間
的
に
も
余
裕
あ
る
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
め
れ
ば

も
っ
と
お
祭
り
を
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
長
い
歴
史
を
思
え
ば
祭
り
の
危
機
は
幾
度
と
な
く
あ
っ
た

は
ず
で
す
。
先
人
は
、
そ
の
都
度
時
代
の
変
化
を
踏
ま
え
な

が
ら
知
恵
を
絞
っ
て
そ
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た
結
果
が

今
日
に
伝
え
ら
れ
て
宮
ま
つ
り
の
存
続
し
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
こ
れ
か
ら
も
人
と
の
関
わ
り
を
な
く
し
て
は
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
文
化
と
い
う
も
の
、
と
り
わ

け
祭
り
の
よ
う
な
集
団
的
な
も
の
は
よ
り
多
く
の
人
々
の
連

帯
の
意
識
な
く
し
て
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私
は
人
間
関
係
の
希
薄
さ
が
問

わ
れ
て
い
る
現
代
に
お
い
て
こ
そ
、
祭
り
が
人
と
人
と
の
連

帯
意
識
を
持
た
せ
る
格
好
な
集
い
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
加
え
て
、
伝
統
文
化
を
後
々
ま
で
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
祭
り
を
継
続
し
て
開
催
す
る
こ
と
は

ま
さ
に
一
石
二
鳥
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」（
和
が
一
緒
）
の
声

を
大
き
く
広
げ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

第
2
回
か
ら
参
加
、
現
在
に
至
る
。
ふ
る
さ

と
宮
ま
つ
り
み
こ
し
部
会
代
表
幹
事
、
部
会

長
、
名
誉
部
会
長
を
歴
任
。

笹
岡  

章 

さ
ん
（
60
歳
）
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節
目
に〝
脱
皮
〞を

運
行
遅
れ
、ふ
が
い
な
さ
で
涙

　
宇
都
宮
青
年
会
議
所
（
J
C
）
は
宮
ま
つ
り
が
目
的
の
団
体

で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
の
が
目
的
で
、
そ
の
手
法
の

一
つ
と
し
て
宮
ま
つ
り
を
や
っ
て
い
ま
す
。

役
員
は
単
年
度
制
で
す
。
ず
っ
と
関
わ
る
プ
ロ
の
よ
う
な
人
が

い
れ
ば
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
や
っ
て
し
ま
う

と
J
C
と
し
て
間
違
っ
て
い
ま
す
。
だ
が
担
当
し
た
者
は
そ

の
一
年
間
、
全
て
を
な
げ
う
っ
て
ま
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
宮
ま
つ
り
に
は
J
C
が
掲
げ
る
「
ま
ち
づ
く
り
・

人
づ
く
り
・
自
己
研
鑽
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
全
て
が
入
っ
て

い
ま
す
。

　
私
が
実
行
委
員
長
の
時
の
思
い
出
は
、
初
め
て
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
運
営
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
前
年
度
の
反
省

を
踏
ま
え
て
新
し
い
ル
ー
ル
を
作
り
、
み
ん
な
が
真
剣
に
取
り

組
ん
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
一
般
の
方

と
の
交
流
が
生
ま
れ
、新
し
い
知
り
合
い
が
増
え
た
こ
と
で
す
。

こ
の
人
づ
く
り
は
、
委
員
長
経
験
者
は
み
ん
な
思
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
宮
ま
つ
り
を
見
直
そ
う
、
や
め
よ
う
と
い
う
議
論
は
何
度
と

な
く
J
C
内
で
出
て
い
ま
す
。
私
が
委
員
長
の
時
に
も
、

J
C
内
に
会
議
体
を
作
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
宮
ま
つ

り
で
、
す
で
に
定
着
し
た
の
な
ら
J
C
は
手
を
引
い
て
他
団

体
に
委
ね
、
違
う
新
し
い
手
法
で
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
、
も

う
熟
成
し
た
事
業
な
の
だ
か
ら
手
を
離
す
べ
き
だ
と
の
意
見
の

も
と
議
論
を
繰
り
返
し
、
6
月
に
J
C
の
理
事
が
集
ま
っ
て

投
票
し
、
1
票
差
で
継
続
と
な
り
ま
し
た
。

　
我
々
は
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
宮
ま
つ
り
を
や
っ
て
い
る
筈

で
す
が
、最
近
は
祭
り
を
や
る
の
が
目
的
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

そ
こ
は
自
分
の
中
で
線
を
引
か
な
い
と
目
的
と
手
段
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
さ
に
今
、
ず
れ
て
き
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
40
回
の
節
目
。
色
々
な
意
味
で
脱
皮
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
J
C
が
や
ら
な
い
の
な
ら
、
N
P
O

や
株
式
会
社
宮
ま
つ
り
を
設
立
し
て
続
け
る
の
も
手
法
の
一

つ
。
時
代
と
と
も
に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
18
年
第
31
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
実

行
本
部
長
を
務
め
る
。
㈲
石
川
印
刷
所
代

表
取
締
役
。

金
柿  

説
生 

さ
ん
（
48
歳
）

　
宮
ま
つ
り
は
、
僕
た
ち
が
携
わ
っ
て
い
た
こ
ろ
は
宇
都
宮
市

中
心
部
だ
け
の
祭
り
で
し
た
。
で
も
あ
る
程
度
は
変
わ
っ
て

い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
参
加
者
が
1
万
人
く
ら
い
い
て
、

特
に
子
ど
も
た
ち
の
マ
ー
チ
ン
グ
に
は
家
族
も
見
に
来
ま
す
。

こ
ん
な
に
多
く
の
若
い
人
が
い
る
ん
だ
な
と
い
つ
も
思
い
ま
す

ね
。
帰
省
の
場
で
も
い
い
。
そ
の
時
そ
の
時
に
合
わ
せ
た
祭
り

で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。私
は
出
身
が
宇
都
宮
で
は
な
い
の
で
、

宮
ま
つ
り
を
初
め
て
見
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
。
県
外
か
ら
観

光
客
を
呼
ぶ
祭
り
に
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す

か
ら
、
夏
の
風
物
詩
と
し
て
残
っ
て
い
け
ば
い
い
の
で
は
な
い

か
な
。

　
マ
ン
ネ
リ
と
言
わ
れ
つ
つ
も
、
初
め
て
二
荒
山
神
社
の
本
社

神
輿
を
借
り
て
出
し
た
の
は
1
9
9
4
年
の
こ
と
で
す
。
今

で
は
夜
に
お
返
し
を
す
る
の
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
が
関
わ
っ
た
10
年
間
、
各
委
員
長
が
何
か
し
ら
新
し

い
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
委
員
長
時
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
当
日
に
か
な
り
運

行
が
遅
れ
た
こ
と
。土
曜
日
が
う
ま
く
回
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。

早
番
神
輿
が
決
め
ら
れ
た
時
間
に
会
場
か
ら
退
出
で
き
ず
、
遅

番
神
輿
も
ず
れ
込
み
、
リ
ミ
ッ
ト
で
あ
る
午
後
8
時
45
分
に
上

が
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
交
通
規
制
が
解
除
さ
れ
た
後
、
一
番
端

の
車
線
を
み
ん
な
が
歩
い
て
帰
り
ま
し
た
。
一
年
間
や
っ
て
き

て
思
っ
た
よ
う
に
で
き
な
か
っ
た
。
ふ
が
い
な
さ
で
泣
き
ま
し

た
。
苦
い
思
い
出
で
す
。

　
ポ
ス
タ
ー
が
市
内
の
小
学
生
の
絵
に
な
っ
た
の
は
、
私
が
委

員
長
の
時
。
そ
れ
以
前
は
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
に
頼
ん
で
い
ま
し

た
。
広
く
市
内
の
小
学
生
に
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
て
ポ
ス
タ
ー

に
す
れ
ば
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
祭
り
と
ふ
れ
あ
え
る
よ
う

に
な
る
と
考
え
た
の
で
す
。事
務
局
会
議
で
提
案
し
承
認
さ
れ
、

1
回
目
は
97
年
。
そ
れ
が
ず
っ
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
J
C
の
若
手
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、
神
事
で
は
な
い

の
で
何
で
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
に
、
我
々
は
裏
方
で

主
役
は
参
加
者
と
見
に
来
て
い
る
方
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

平
成
14
年
第
27
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
実

行
本
部
長
を
務
め
る
。
現
在
ふ
る
さ
と
宮

ま
つ
り
開
催
委
員
会
会
員
。
㈱
ロ
コ
コ
企

画
装
飾
代
表
取
締
役
。

矢
治  

和
之 

さ
ん
（
52
歳
）
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I n t e r v i e wI n t e r v i e w

見
物
客
も
参
加
で
き
る
仕
組
み
を

「
オ
レ
ら
し
か
い
な
い
」が

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
陽
北
中
3
年
の
時
に
宮
っ
子
よ
さ
こ
い
が
始
ま
り
、
第
1
回

に
参
加
し
初
代
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
宮
ま
つ

り
が
身
近
に
な
り
、
参
加
し
た
ら
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
。
夜
9

時
ご
ろ
ま
で
踊
り
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
け
ど
、
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
楽

し
か
っ
た
。
沿
道
の
人
た
ち
か
ら
声
援
を
頂
い
た
り
し
て
。
運

動
会
よ
り
も
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。
陽
北
中
は
い
ま
だ
に

参
加
し
て
い
る
け
ど
、
私
は
第
3
回
ま
で
、
高
校
生
に
な
っ
て

も
初
代
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
練
習
に
出
て
、
本
番
も
山
車
を
引
い

て
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
当
時
は
、「
夏
イ
コ
ー
ル
宮
ま
つ
り
」
で
し
た
。
大
学
時
代

に
住
ん
だ
山
形
に
は
花
笠
ま
つ
り
が
あ
る
け
れ
ど
、
踊
り
が

ず
っ
と
続
い
て
神
輿
は
な
く
て
、
今
ま
で
見
て
き
た
祭
り
と
は

違
う
と
感
じ
ま
し
た
。や
は
り
神
輿
が
あ
っ
て
踊
り
が
あ
る「
宮

ま
つ
り
」
が
祭
り
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

ね
。
宇
都
宮
大
学
大
学
院
に
入
っ
て
、
何
ら
か
の
形
で
宮
ま
つ

り
に
出
た
い
と
陣
内
雄
次
先
生
に
相
談
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

や
っ
て
み
た
ら
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
ず
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
花
笠
ま
つ
り
は
全
国
区
の
大
イ
ベ
ン
ト
。
で
も
宮
ま
つ
り
は

地
域
の
祭
り
と
し
て
残
っ
て
ほ
し
い
。
全
国
区
に
な
ら
な
く
て

い
い
と
思
い
ま
す
。
花
笠
も
見
に
行
っ
て
楽
し
い
と
い
う
の
は

あ
る
け
ど
、
祭
り
は
参
加
し
た
経
験
が
あ
る
と
、
見
る
だ
け
で

は
つ
ま
ら
な
い
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
企
画
か
ら
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
み
こ
し
、
踊
り
、
お
囃
子
が
あ
る
が
、
ど
の
時
間
に
ど
こ
が

一
番
盛
り
上
が
っ
て
い
る
か
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ

る
け
ど
、
宮
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
県
外
の
友
人
に
「
何
が
メ
イ

ン
な
の
?
」
と
聞
か
れ
た
時
、「
い
ろ
い
ろ
だ
よ
」
と
答
え
て

い
ま
し
た
。

　
将
来
、
自
分
に
子
ど
も
が
で
き
た
ら
、
宮
ま
つ
り
に
出
て
ほ

し
い
で
す
。
私
が
祭
り
で
の
経
験
を
話
す
と
宮
ま
つ
り
に
出
て

み
た
い
と
い
う
友
だ
ち
が
い
ま
す
。
で
も
参
加
の
仕
方
が
分
か

ら
な
い
人
が
多
い
。
見
に
来
た
人
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
仕
掛

け
が
あ
る
と
面
白
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
学
3
年
時
、
陽
北
中
初
代
宮
っ
子
よ
さ
こ

い
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
。
大
学
院
時
代
の

恩
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
以
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
。

渡
邉  

真
弓 

さ
ん
（
26
歳
）

　
宇
都
宮
青
年
会
議
所
（
J
C
）
と
し
て
、
宮
ま
つ
り
へ
の

思
い
は
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
5
年
、
10
年
、
15
年
と
経
つ
に
し

た
が
い
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
ま
す
。「
な
ん
で
宮
ま
つ
り
を

や
っ
て
い
る
ん
だ
」「
な
ん
で
J
C
が
や
ら
さ
れ
て
い
る
ん
だ
」

と
い
う
考
え
方
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。「
2

日
間
の
た
め
に
1
年
か
け
て
準
備
す
る
よ
う
な
大
変
な
こ
と

を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
」。
何
度
も
同
じ
よ
う
な
議

論
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
39
年
続
け
て
い
る
ん
で
す
ね
。
結

局
、
J
C
で
は
「
オ
レ
ら
し
か
い
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
思

い
が
一
番
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
39
回
の
歴
史
が
あ
る
の
で
、
な
ん
と
な
く
勉
強
す
れ
ば
な

ん
と
な
く
は
運
営
で
き
る
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
先
輩
た
ち
が

要
所
要
所
で
祭
り
を
見
て
く
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
祭
り
が
う

ま
く
運
営
で
き
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
は
き
違
え
て
「
誰
で

も
で
き
る
よ
」
と
思
う
と
こ
ろ
か
ら
、「
J
C
が
や
っ
て
い
て

い
い
の
だ
ろ
う
か
」「
こ
の
先
発
展
す
る
の
だ
ろ
う
か
」「
手

放
す
べ
き
で
は
」
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

を
一
つ
一
つ
話
し
て
い
っ
た
の
が
一
番
の
苦
労
で
す
ね
。
だ

が
実
は
、
宮
ま
つ
り
が
い
か
に
楽
し
い
か
を
話
せ
る
場
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　
宮
ま
つ
り
は
、
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
の
広
場
と
し
て
始
ま

り
ま
し
た
。
1
年
経
ち
「
ま
た
こ
こ
で
出
会
え
た
ね
」
と
い

う
集
ま
り
。
第
1
回
を
開
催
し
た
佐
々
木
理
事
長
は
「
宮
ま

つ
り
の
目
的
に
は
中
心
市
街
地
の
活
性
化
も
あ
る
。
で
も
メ

イ
ン
じ
ゃ
な
い
。
本
来
の
目
的
は
地
域
開
発
。
そ
れ
が
最
大

の
役
目
だ
」
と
、
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　
第
31
回
、
市
制
1
1
0
周
年
か
ら
宮
っ
子
パ
レ
ー
ド
で
幼

稚
園
児
が
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
去
年
か
ら
保
育

園
児
も
。
こ
れ
は
未
来
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー

を
張
り
歩
く
際
に
「（
J
R
宇
都
宮
駅
の
）
東
口
で
も
や
っ
て

ほ
し
い
」「
雀
宮
で
も
や
っ
て
」
と
言
わ
れ
、
な
る
ほ
ど
な
あ

と
思
い
ま
す
。
期
待
が
あ
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
秋
に
東

口
で
お
祭
り
を
や
れ
ば
活
性
化
に
な
る
の
か
な
と
考
え
た
り

も
し
ま
す
。

平
成
24
年
第
37
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
実

行
本
部
長
を
務
め
る
。
㈲
昌
和
取
締
役
。

山
本  

和
紀 

さ
ん
（
39
歳
）
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c o l u m n

小
学
生
の
頃
、
オ
リ
オ
ン
通
り
を

象
徴
と
し
た
宇
都
宮
市
街
地
を
〝
マ

チ
〟
と
呼
ん
で
い
た
。
市
の
南
の
、

当
時
田
ん
ぼ
や
畑
に
囲
ま
れ
た
町
に

住
む
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
中
心
部

は
お
洒
落
な
マ
チ
（
街
）、
夢
あ
ふ
れ

る
大
都
会
。「
今
度
の
日
曜
、
マ
チ
へ

行
こ
う
よ
」
友
達
と
の
そ
ん
な
会
話

は
、ち
ょ
っ
と
し
た
ス
テ
イ
タ
ス
だ
っ

た
。
中
学
生
に
な
る
と
、〝
マ
チ
〟
で

は
な
く
〝
市
内
〟（
お
そ
ら
く
〝
内
〟

に
は
〝
中
心
〟
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
）
と
呼
ぶ
の
が
ワ
ン
ラ
ン
ク

上
の
表
現
と
な
っ
た
が
、
市
街
地
に

対
す
る
憧
れ
は
変
わ
ら
ず
、
そ
こ
で

行
わ
れ
る
「
宮
ま
つ
り
」
は
や
は
り

特
別
な
も
の
だ
っ
た
。

初
め
て
ま
つ
り
に
参
加
し
た
の
は
、

中
学
二
年
生
の
時
。
友
人
と
二
人
、

浴
衣
を
ま
と
っ
て
、
電
車
に
揺
ら
れ

て
市
内
へ
と
出
掛
け
た
。
東
武
宇
都

宮
駅
東
口
か
ら
オ
リ
オ
ン
通
り
に
出

た
瞬
間
、
目
に
飛
び
込
ん
で
来
た
景

色
を
今
で
も
忘
れ
な
い
。
ア
ー
ケ
ー

ド
街
を
一
点
の
隙
間
も
な
く
埋
め
尽

く
す
人
、
人
、
人
。
宇
都
宮
市
内
の
、

い
や
日
本
中
の
人
た
ち
が
こ
こ
に
集

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
。暑
さ
と
、屋
台
の
モ
ー
タ
ー
音
と
、

満
ち
に
満
ち
た
活
気
と
人
波
に
、
一

瞬
自
分
の
存
在
を
掻
き
消
さ
れ
そ
う

に
な
っ
た
。
や
は
り
こ
の
〝
マ
チ
〟

は
す
ご
い
ん
だ
…
…
。
着
慣
れ
ぬ
浴

衣
の
苦
し
さ
も
忘
れ
、
し
ば
し
圧
倒

さ
れ
て
い
た
。
友
人
の
父
が
神
輿
を

担
い
で
い
る
か
ら
と
、二
色
の
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
ア
イ
ス
を
片
手
に
大
通
り
へ

出
た
。
交
通
制
限
が
さ
れ
、
男
た
ち

が
勇
み
叫
び
熱
を
た
ぎ
ら
せ
る
様
は
、

非
日
常
そ
の
も
の
で
、
い
さ
さ
か
恐

怖
を
覚
え
た
。
し
か
し
そ
れ
は
す
ぐ

に
興
奮
へ
と
変
わ
り
、
大
地
を
動
か

す
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
す
べ
て
こ
の
場
所

か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
る
気
さ
え
し

た
。

「
や
は
り
こ
の
〝
マ
チ
〟
は
す
ご
い

ん
だ
…
…
。」
憧
れ
と
共
に
、
土
地
に

対
す
る
尊
敬
の
念
が
湧
き
、
今
で
は

深
い
感
謝
と
愛
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、

私
が
宇
都
宮
に
住
み
な
が
ら
音
楽
活

動
を
続
け
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
40
回
と
い
う
歴
史
に
心
か
ら

祝
福
を
贈
り
、
こ
れ
か
ら
も
「
ふ
る

さ
と
宮
ま
つ
り
」
が
益
々
の
感
動
を

人
々
に
与
え
て
行
く
こ
と
を
願
っ
て

や
ま
な
い
。

や
は
り
こ
の〝
マ
チ
〞は
す
ご
い

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
座
談
会

宇都宮市出身。2004年シングル「ドライブ」でインディーズデビュー。 同楽曲がFM NACK5「ミュージックチャ
レンジャー」2003年下半期スーパーグランプリを獲得。2005年2月にシングル「桜通り十文字」でメジャーデ
ビュー。シングル「風と共に」は、石原裕次郎23回忌のイメージソングに抜擢され、2009年7月5日に行われ
た国立競技場での「石原裕次郎二十三回忌祭典」でも披露された。2011年、3rdアルバム「素顔 〜愛すべき
女たち〜」が、第53回輝く! 日本レコード大賞「優秀アルバム賞」を受賞。RADIO BERRYレギュラー番組「せ
きぐちゆきの苺通り十文字」毎週月曜生放送中。宇都宮愉快市民PR大使。日本三大美肌の湯喜連川温泉PR
大使。宇都宮くちコミ特派員。
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26

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
　
コ
ラ
ム



｜
｜ 

宮
ま
つ
り
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

　
皆
さ
ん
自
身

に
と
っ
て
、
宮
ま
つ
り
は
ど
ん
な
位
置
づ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
？

【
浜
野
博
彦
み
こ
し
部
会
長
】　
み
こ
し
部
会
は
、
や
は
り
「
宮
ま
つ

り
の
柱
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
ね
。
と
に
か
く
市
民
と
盛

り
上
げ
、
宇
都
宮
を
活
性
さ
せ
ら
れ
れ
ば
と
の
思
い
で
や
っ
て
い
ま

す
。
年
が
離
れ
た
人
、
職
業
が
違
う
人
た
ち
が
話
し
、
酒
を
酌
み
交

わ
す
な
ど
、
人
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
歴
史
を

大
切
に
し
、
新
し
い
時
代
を 

若
者
た
ち
と
と
も
に
つ
く
る
き
っ
か
け

に
も
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
阿
佐
美
圭
祐
パ
レ
ー
ド
部
会
長
】　
2
年
間
部
会
長
を
や
っ
て
い
ま

す
が
、
宮
ま
つ
り
の
参
加
年
数
は
非
常
に
長
い
で
す
。
今
47
歳
で
す

が
、
パ
レ
ー
ド
に
初
め
て
参
加
し
た
の
は
小
学
6
年
、
12
歳
の
時
。

小
学
生
が
楽
器
を
演
奏
す
る
晴
れ
舞
台
が
宮
ま
つ
り
の
パ
レ
ー
ド
で

し
た
。
今
で
こ
そ
や
や
衰
退
し
て
い
ま
す
が
、
宮
ま
つ
り
は
マ
ー
チ

ン
グ
が
発
展
す
る
き
っ
か
け
も
つ
く
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
山
口
要
作
郷
土
芸
能
部
会
長
】　
我
々
は
派
手
さ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
細
く
長
く
地
味
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
宮
ま
つ
り
は
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
表
で
き
る
場
と
し
て
良
い
と
思
い
ま
す
。
後
継

者
問
題
も
あ
っ
て
当
初
よ
り
出
場
団
体
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

保
存
会
が
小
学
生
を
指
導
し
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
宮
ま
つ
り
に
出

場
し
て
い
る
と
い
う
団
体
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
無
理
を
せ
ず
に

長
く
出
場
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
大
根
田
克
代
お
は
や
し
部
会
長
】　
17
、
18
年
前
か
ら
お
は
や
し
で
参
加
し

て
い
ま
す
。
部
会
長
に
な
っ
て
2
年
で
す
が
、
自
分
達
が
楽
し
く
な
け
れ
ば

お
客
さ
ん
も
楽
し
く
な
い
と
考
え
、
楽
し
ん
で
演
奏
し
て
い
ま
す
。
み
こ
し

の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う
機
会
が
多
く
、
み
こ
し
が
来
る
と
異
様
に
盛
り
上
が

り
ま
す
。
例
年
、雨
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
鼓
は
雨
に
弱
い
で
す
か
ら
。 

雨
で
演
奏
が
中
止
に
な
っ
た
年
は
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
ま
す
ね
。

【
富
士
一
千
代
お
ど
り
部
会
長
】　
お
ど
り
部
会
が
参
加
し
た
の
は
平
成
元
年

か
ら
で
す
。
私
も
そ
れ
以
来
参
加
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
地
方
さ
ん
が
い
て
、

今
の
お
ど
り
本
部
席
付
近
に
や
ぐ
ら
を
組
ん
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は

C
D
。
や
っ
ぱ
り
地
方
さ
ん
の
演
奏
で
や
ぐ
ら
を
組
ん
で
踊
り
た
い
で
す
ね
。

一
番
言
い
た
い
の
は
二
荒
山
神
社
の
前
ま
で
行
き
た
い
と
い
う
こ
と
。
時
間

が 

短
い
中
、
1
0
0
0
人
以
上
が
踊

り
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
制
に
な
り
12
、

13
の
団
体
を
審
査
し
ま
す
が
、
と
て
も

忙
し
い
で
す
。
宮
の
盆
唄
は
昔
、
芸
者

た
ち
が
太
鼓
を
叩
い
て
い
ま
し
た
。
そ

の 

後
、
バ
ン
バ
音
頭
に
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
祭
り
に
行
っ
て
い
ま
す

が
、
踊
り
は
祭
り
の
華
で
す
。
で
も
宮

ま
つ
り
で
は
踊
り
が
華
に
な
り
き
れ
て

い
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

【
矢
部
興
一
和
太
鼓
部
会
長
】　
雨
が
一

番
困
り
ま
す
ね
。
我
々
の
太
鼓
は「
男

体
雷
太
鼓
」
と
い
う
名
前
な
の
で
「
お

前
ら
が
出
る
か
ら
雷
が
鳴
る
ん
だ
」

と
笑
い
話
を
し
て
い
ま
す
。
当
初
は

テ
プ
コ
で
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
は

東
京
電
力
側
か
ら
に
ぎ
や
か
に
し
て

ほ
し
い
と
要
請
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
太
鼓
は
盛
り
上
げ
役
と
し

て
や
っ
て
い
ま
す
。
1
日
目
は
大
通

り
で
、
2
日
目
は
二
荒
山
神
社
前
の

広
場
で
。
2
時
間
と
決
ま
っ
て
お
り
、
参
加
し
た
い
け
ど
出
ら
れ
な
い
団
体

も
あ
り
ま
す
。

｜
｜  

最
初
に
宮
ま
つ
り
に
参
加
し
た
時
と
、
部
会
長
と
し
て
携
わ
っ
て
い

る
現
在
と
、
気
持
ち
の
違
い
は
あ
り
ま
す
か
？

　
部
会
長
と
し
て
の
苦
労
な

ど
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

【
矢
部
】　
一
番
の
苦
労
は
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
や
ぐ
ら
を
組
ん
で
、
演
奏

し
た
後
に
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
時
に
雨
が
降
っ
た

ら
最
悪
な
の
で
す
が
、
そ
ん
な
年
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。

【
富
士
】　
踊
り
の
面
で
苦
労
は
あ
り
ま
せ
ん
。
踊
り
自
体
は
と
て
も
上
手
に

ふるさと宮まつり座談会

ふるさと宮まつりは「みこし」「パレード」「郷土芸能」「おはやし」「おどり」

「和太鼓」の6部会で運営されている。今回、宮まつりが40回目を迎える

にあたり、各部会長に集まってもらい、これまでの思い出や節目の祭りに向け

た意気込み、思い描く祭りの理想像など、思いの丈を熱く語っていただいた。

会
場
全
体
の
統
括
に
苦
心

人
の
結
び
つ
き
を
強
く
す
る
の
が
祭
り

富士 一千代 さん

矢
部 
興
一 
さ
ん
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な
り
ま
し
た
。
点
数
を
つ
け
る
の
が

大
変
な
ほ
ど
で
す
。
一
番
足
り
な
い

の
は
時
間
で
す
。
1
時
間
で

1
0
0
0
人
以
上 

が
出
て
く
る
の
は

か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
出
て

き
た
ら
終
わ
り
と
い
う
感
覚
で
し
ょ

う
。
も
う
少
し
延
ば
せ
な
い
か
と
思

案
中
で
す
。
よ
さ
こ
い
は
2
時
間
あ

り
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　
よ

さ
こ
い
も
い
い
け
れ
ど
宇
都
宮
の
踊

り
も
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
地
元
の
踊
り
の
ほ
う
が

喜
ぶ
と
思
い
ま
す
。

【
大
根
田
】　
お
は
や
し
は
22
団
体
が
会
場
全
体
に
散
ら
ば
る
た
め
、
す
べ
て

に
目
が
届
か
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
暴
走
す
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。
自
分

が
参
加
し
て
楽
し
ん
で
い
る
時
は
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
責
任
が
あ
る
今
は

難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
山
口
】　
20
代
か
ら
出
て
い
ま
す
が
、
出
場
団
体
が
集
ま
ら
な
い
の
が
実
情

で
す
。
ど
こ
の
郷
土
芸
能
の
祭
り
も
夏
で
、
行
事
が
重
な
り
ま
す
。
後
継
者

も
少
な
く
参
加
団
体
を
見
つ
け
る
の
が
大
変
で
す
。
さ
き
ほ
ど
細
く
長
く
と

言
っ
た
の
は
、
そ
う
い
う
背
景
が
あ
る
か
ら
で
す
。

【
阿
佐
美
】　
我
々
が
初
参
加
し
た
当
時
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
活
動
が
盛
ん

で
し
た
。
小
学
校
チ
ー
ム
だ
け
で
30
く
ら
い
あ
り
、
土
、
日
と
も
に
パ
レ
ー

ド
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
2
日
間
と
も
出
ら
れ
た
の
は
一
つ
か
二
つ

い
る
。
ど
ん
ど
ん
増
え
る
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

｜
｜ 

今
ま
で
は
過
去
の
話
で
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
今
後
、
宮
ま
つ
り
を
ど

う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
富
士
】　
市
役
所
は
な
ぜ
出
て
こ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

市
役
所
の
人
た

ち
が
出
て
く
れ
ば
さ
ぞ
盛
り
上
が
る
と
思
う
の
で
す
が
。

【
阿
佐
美
】　
J
C
に
も
現
状
を
伝
え
て
い
ま
す
が
パ
レ
ー
ド
を
披
露
す
る
時

間
を
作
っ
た
か
ら
や
っ
て
ね
、
と
い
わ
れ
て
も
そ
れ
は
違
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
や
市
内
の
チ
ー
ム
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、な
ん
と
か
市
外
の
チ
ー

ム
で
維
持
し
て
い
る
状
態
で
す
。
こ
れ
は
、
10
年
位
前
か
ら
で
す
。
行
政
が

心
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ナ
ベ
サ
ダ
な
ど
優
秀
な
音
楽
家
を
輩
出
し
て
い
る
街
な
の
で

す
か
ら
宮
ま
つ
り
を
通
じ
て
音
楽
性

豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分

が
小
学
生
か
ら
今
ま
で
携
わ
ら
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
宮
ま

つ
り
は
非
常
に
大
き
な
出
会
い
を

作
っ
て
も
ら
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
を
育
て
る
と
い
う
観
点
か 

ら
行
政

で
し
た
。
他
は
ど
ち
ら
か
1
日
だ
け
で
し
た
。

で
も
、
今
や
宇
都
宮
市
内
の
小
学
校
は
ゼ
ロ
で
す
。
そ
れ
を
パ
レ
ー
ド
部
会

と
言
っ
て
い
る
の
に
は
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
部
会
長
と
し
て
の
苦

悩
で
し
ょ
う
か
。
最
盛
期
を
知
っ
て
い
る
だ
け
に
さ
み
し
い
で
す
ね
。
せ
っ

か
く
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
も
ハ
ー
ド
だ
け
を
育
て
て
ソ
フ
ト
を
育
て

て
い
な
い
と
い
う
の
で
は
ね
。

【
浜
野
】　
最
初
は
純
粋
に
た
だ
楽
し
む
だ
け
で
責
任
も
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
担
ぎ
手
と
、
今
の
部
会
長
で
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
宮
ま
つ
り

が
始
ま
っ
た
年
に
塙
田
睦
会
が
発
足
し
、
2
回
目
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

歴
代
の
部
会
長
は
睦
会
が
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
部
会
長
に
な
っ
て
、

60
前
後
の
み
こ
し
が
出
る
の
で
、
参
加
人
数
も
多
い
で
す
。
な
ん
と 

い
っ
て

も
無
事
に
、
事
故
が
な
く
終
わ
る
と
い
う
の
が
一
番
で
す
ね
。
実
行
委
員
会

も
み
こ
し
部
会
が
祭
り
の
メ
イ
ン
と
捉
え
て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
、
い
か
に

盛
り
上
げ
る
か
を
実
行
委
員
会
で
も

工
夫
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で

い
う
と
手
締
め
式
で
す
。
こ
れ
は
手

締
め
を
し
て
一
気
に
み
こ
し
を
上
げ

ま
す
。4
基
対
抗
と
し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
に
大
き
な
み
こ
し
4
基
が
集

ま
っ
て
盛
り
上
げ
る
。
本
社
み
こ
し

が
入
る
。
そ
う
い
っ
た
工
夫
も
あ
り
、

参
加
団
体
、
人
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
新
規
団
体
か
ら
申
請
が
出
て

に
本
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
ね
。

【
矢
部
】　
和
太
鼓
は
宮
ま
つ
り
に
参
加

し
て
い
る
3
団
体
が
毎
年
希
望
し
て
き

た
30
校
に
対
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
授
業

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
が
出
て
き

て
、
小
学
1
年
か
ら
5
年
生
ま
で
10
人

が
宮
ま
つ
り
に
も
出
て
い
ま
す
。
文
化

会
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
見
て
、
や
り
た
い
と
い
う

子
ど
も
が
出
て
い
る
の
で
底
辺
は
広
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

【
山
口
】　
新
里
の
獅
子
舞
保
存
会
で
も
学
校
に
教
え
に
行
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
が
宮
ま
つ
り
で
披
露
し
て
い
ま
す
。
宮
ま
つ
り
に
出
た
い
か
ら
獅
子
舞
を

や
り
た
い
と
い
う
子
も
い
ま
す
。
学
校
も
協
力
し
て
く
れ
て
、
先
生
も
つ
い

て
来
て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
宮
ま
つ
り
に
出
て
喜
ん
で
、大
人
に
な
っ

た
時
に
伝
統
芸
能
を
引
き
継
い
で
く
れ
る
の
が
一
番
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
小
規
模
校
だ
か
ら
で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
大
根
田
】　
警
察
が
関
連
し
て
く
る
こ
と
で
す
が
、
以
前
は
地
元
か
ら
太
鼓

を
叩
き
な
が
ら
会
場
に
入
り
ま
し
た
。
今
は
ト
ラ
ッ
ク
に
「
宮
ま
つ
り
開
催

中
」
と
い
う
横
断
幕
を
つ
け
て
入
っ
て
き
ま
す
。
横
断
幕
を
つ
け
て
い
る
だ

け
で
は
目
立
ち
ま
せ
ん
。
以
前
の
よ
う
に
叩
き
な
が
ら
来
れ
ば
、
通
り
道
の

人
た
ち
が
行
っ
て
み
よ
う
か
な
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
各
地
区
か
ら
来

る
の
で
、
結
構
多
く
の
人
の
目
に
ふ
れ
る
と
思
う
の
で
す
が
。

マ
ー
チ
ン
グ
は
市
内
団
体
な
し
、

太
鼓
・
旧
小
渡
芸
能
は
底
辺
拡
大

山
口 

要
作 

さ
ん

阿佐美 圭祐 さん

浜野 博彦 さん大根田 克代 さん
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【
浜
野
】　
基
本
的
に
楽
し
い
か
ら
来
て
い
ま
す
。
う
れ
し
か
っ
た
の
は
震
災

で
被
災
し
た
人
が
み
こ
し
を
担
い
で
楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
で

す
。
み
こ
し
を
担
ぎ
、
祭
り
の
中
に
い
る
こ
と
で
、
嫌
な
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
、

無
心
で
楽
し
め
る
。
だ
ん
じ
り
や
御
柱
の
よ
う
に
魅
力
を
高
め
て
観
客
と
一

体
に
な
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。

｜
｜ 

今
、
う
れ
し
か
っ
た
話
が
出
ま
し
た
が
、
ほ
か
の
方
で
う
れ
し
か
っ
た

こ
と
や
、
逆
に
大
失
敗
し
た
思
い
出
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

【
富
士
】　
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
台
風
で
も
の
す
ご
い
雨
で
行
き
場

が
な
か
っ
た
こ
と
か
な
。
私
た
ち
は
着
物
だ
け
で
す
が
、
太
鼓
な
ど
は
雨
が

降
る
と
大
変
で
す
。

【
矢
部
】　
常
に
ビ
ニ
ー
ル
は
用
意
し
て
い
ま
す
よ
。
か
ん
か
ん
照
り
の
日
も
。

【
大
根
田
】　
私
の
お
は
や
し
会
で
、
お
客
さ
ん
に
太
鼓
を
叩
か
せ
た
こ
と
が

あ
り
、
特
に
外
国
の
方
に
す
ご
く
喜
ば
れ
ま
し
た
。
部
会
全
体
で
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
や
れ
ば
さ
ら
に
盛
り
上
が
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

【
山
口
】　
や
は
り
雷
で
し
ょ
う
か
。
郷
土
芸
能
は
獅
子
頭
な
ど
文
化
財
の
品

が
多
い
の
で
濡
ら
す
と
ア
ウ
ト
で
す
。
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
に
会
場
が
移
っ

て
か
ら
は
そ
の
心
配
が
な
く
な
り
ま
し
た
が
。

【
浜
野
】　
毎
年
指
摘
さ
れ
る
の
が
入
れ
墨
で
す
ね
。
隠
し
て
い
る
人
も
い
ま

す
が
。
あ
と
困
る
の
が
け
ん
か
で
す
。
特
に
実
行
委
員
と
け
ん
か
に
な
る
。

ど
う
し
て
も
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
あ
る
だ
け
に
も
め
ま
す
。
あ
と
は
モ

ラ
ル
で
す
ね
。
酒
を
飲
ん
で
い
る
ひ
と
の
排
泄
や
禁
煙
地
区
で
の
喫
煙
。
た

ま
に
暴
走
族
も
来
ま
す
。

【
大
根
田
】　
以
前
、
車
の
山
車
を
置
い
た
ま
ま
で
帰
っ
て
し
ま
っ
た
チ
ー
ム

が
あ
り
ま
し
た
。
交
通
規
制
解
除
後
も
停
ま
っ
た
ま
ま
で
、
こ
れ
に
は
ビ
ッ

ク
リ
。
翌
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
お
は
や
し
事
業
に
1
年
間
出
場
停
止
と
な
り
ま

し
た
。
残
念
で
し
た
が
二
度
と
そ
の
よ
う
な
不
祥
事
が
な
い
よ
う
に
徹
底
し

て
い
ま
す
。

【
富
士
】　
出
る
人
は
お
酒
飲
ん
じ
ゃ
い
け
な
い
ん
で
し
ょ
？

　
で
も
観
客
か

ら
ビ
ー
ル
が
差
し
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

【
大
根
田
】　
缶
ビ
ー
ル
な
ら
持
ち
帰
れ
る
ん
で
す
が
、
ジ
ョ
ッ
キ
で
出
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

【
阿
佐
美
】　
震
災
後
、
パ
レ
ー
ド
部
会
と
し
て
何
か
応
援
を
し
た
い
と
フ
ィ

ナ
ー
レ
と
し
て
全
チ
ー
ム
が
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
を
演
奏
し
て
い
ま
す
。

｜
｜ 

今
、
パ
レ
ー
ド
部
会
は
最
後
に
全
チ
ー
ム
が
同
じ
曲
を
演
奏
し
て
い
る

と
の
話
が
出
ま
し
た
。
太
鼓
部
会
で
は
で
き
ま
せ
ん
か
？

【
矢
部
】　
県
太
鼓
連
盟
の
加
盟
7
団
体
は
統
一
の
曲
を
つ
く
り
、
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
で
も
叩
き
ま
し
た
。
太
鼓
は
流
派
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
全
団
体
が

同
じ
曲
を
演
奏
す
る
の
は
難
し
い
で
す
ね
。

｜
｜ 

会
場
全
域
で
同
じ
曲
を
叩
け
ば
盛
り
上
が
る
と
思
う
の
で
す
が
。
50
回

目
に
向
け
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

｜
｜ 

最
後
に
、
40
回
目
に
向
け
て
各
部
会
の
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
浜
野
】　
や
は
り
宮
ま
つ
り
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
み
こ
し
で
す
。
節
目
な

の
で
、
観
客
と
一
緒
に
な
っ
て
盛
大
に
盛
り
上
げ
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

【
阿
佐
美
】　
パ
レ
ー
ド
部
会
は
決
し
て
良
い
状
況
で
は
な
い
で
す
が
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
の
は
パ
レ
ー
ド
で
す
。
記
念
す
べ
き
40
回
目
を
飾
れ
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

【
山
口
】　
市
内
に
も
こ
ん
な
文
化
財
が
あ
っ
た
の
か
と
再
認
識
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
な
る
べ
く
多
く
の
団
体
に
出
場
し
て
い
た
だ
き
披
露
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
大
根
田
】　「
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」
に
な
る
よ
う
，
観
客
の
皆
さ

ん
と
熱
い
「
宮
ま
つ
り
」
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
富
士
】　
各
団
体
が
踊
り
の
中
に
40
周
年
と
い
う
こ
と
を
取
り
入
れ
て
も
ら

う
よ
う
仕
向
け
て
み
よ
う
か
な
。
踊
り
の
振
り
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
手

に
持
つ
も
の
と
か
何
か
で
き
れ
ば
お
も
し
ろ
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
矢
部
】　
和
太
鼓
部
会
は
そ
れ
ぞ
れ
曲
が
す
べ
て
違
い
ま
す
。
他
の
団
体
と

音
が
交
じ
ら
な
い
よ
う
、
間
隔
を
正
確
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
き
な
音
で

演
奏
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
よ
り
一
層
、
い
い
演
奏
が
披
露
で

き
ま
す
。
通
行
止
め
の
中
に
入
れ
る
車
両
は
我
々
の
15
台
だ
け
で
す
。
小
さ

い
事
故
も
な
い
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
こ
し
部
会
5
代
目
部
会
長

浜
野 

博
彦 

さ
ん
（
57
歳
）

宇都宮市錦１丁目在住。塙田睦会
で 30 年間みこしを担ぐ。食品卸
会社代表取締役。

お
は
や
し
部
会
部
会
長

大
根
田 

克
代 

さ
ん
（
72
歳
）

宇都宮市上籠谷町在住。宇都宮
市お囃子連合会会長。18 年前か
ら上籠谷おはやし会として宇都宮
市おはやし連合会に入会を機に参
加。農業に従事。

パ
レ
ー
ド
部
会
部
会
長

阿
佐
美 

圭
祐 

さ
ん
（
47
歳
）

宇都宮市細谷町在住。ふるさと宮
ま つりに 小 中 学 時 代 は プ レ ー
ヤー、社会人になってからは指導
者として参加。マーチングバンド
プログラムコーディネーター。

お
ど
り
部
会
部
会
長

富
士 

一
千
代 

さ
ん
（
88
歳
）

宇都宮市大曽 5 丁目在住。平成元
年よりおどり部会として参加。平
成 16 年より部会長。舞踊指導家、
富士流家元。

郷
土
芸
能
部
会
部
会
長

山
口 

要
作 

さ
ん
（
64
歳
）

宇都宮市新里町在住。20 歳代の
頃から宗円獅子舞保存会の会員と
して出場。会社役員。

和
太
鼓
部
会
部
会
長

矢
部 

興
一 

さ
ん
（
75
歳
）

宇都宮市岩曽町在住。創作男体
雷太鼓代表。26 年ほど前、男体
雷太鼓入門当時から参加。

節
目
の
大
会
、
事
故
な
く
盛
大
に

震
災
以
降
、
全
団
体
が
最
後
に

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
演
奏
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田原小学校

LOVE&PEACE

潮あかりミュージカル
アカデミー

鹿沼北小学校

suzumenomiya
Drum Corps

創価学会
栃木富士鼓笛隊

プロジェクト・ソウ
・1・A3

さつきドリーマーズ
マーチングバンド

高根沢高等学校

晃宝小金管バンド

栃木富士鼓笛隊

姿川第一小学校
吹奏学部

PL北関東MBA

NPO
日本法輪大法学会

沖縄アクターズ
インターナショナル

栃木
エイサーシンカ琉和

創価学会
栃木吹奏楽団

リンク栃木ブレックス

琉球國祭り太鼓

さくらが丘幼稚園
PTAバンド

栃木沖縄県人会
チョーデー会

ESCOLA JAFRO

尚美マーチングバンド

ディホームさつき

東京実業高校

たむたむくらぶ

中央小・桜小合同

清原ジュニア
マーチングバンド

モランゴジェレイラ

喜連川小学校

宇都宮バトンスタジオ

ネルトリンゲン
少年音楽隊

旭中・中央小合同

沖縄県人会

グリーンジュニア
マーチングバンド

Courage
Drum&Brass Corps

矢板市立矢板小学校

東海工業高校

聖徳大学付属高校

綜合警備保障
女子儀仗隊

埼玉栄高校

京華女子中学高校

茨城県立大洗高校

宇都宮商業高校

陽光小学校

豊郷北小学校 

宇都宮サウンド
カンパニー

御幸小学校

市消防音楽隊

簗瀬小学校

昭和小学校

清原東小学校

緑ケ丘小学校

マヌカウ市

明保小学校

石井小学校

清原中学校

御幸ケ原小学校

清原南小学校

桜小学校

中央小学校

陽南小学校

清原中央小学校

錦小学校

雀宮東小学校

瑞穂台小学校

西原小学校

雀宮南小学校

五代小学校

宮の原中学校

西小学校

宝木小学校

宮の原小学校

陽東小学校

泉が丘中学校

宇都宮女子商業高校
（宇都宮文星女子高校）

細谷小学校

雀宮中央小学校

泉が丘小学校

城東小学校

御幸小学校

峰小学校

豊郷南小学校

警察音楽隊

自衛隊

台新田町自治会

海道町自治会

下駒生天祭保存会

氷室町本田屋の宮組

石井町下川岸自治会

天棚

吉兵衛流田下
お囃子会

小門流桜田
おはやし保存会

徳次郎下町
おはやし保存会

新弥流徳次郎上町
お囃子保存会

竹林御囃子会

中徳次郎屋台囃子会

小松流新囃子
鏝山お囃子会

今泉新町（山車）

小松流新囃子
竹下町お囃子会

上四条自治会
（山車・屋台）

本郷睦会自治会
（山車・屋台）

原坪自治会
（山車・屋台）

岡坪自治会
（山車・屋台）

旧小門町吉兵衛流
五段囃子保存会

小松流新囃子上
籠谷町お囃子会

小松東雲流
宇都宮駅東お囃子会

小松東雲宮駅東会子
花お囃子連

新宿流新囃子鶴田
お囃子保存会

佐作流宮隠お囃子会

新清流五段囃子城南
お囃子会

小門町吉兵衛流
五段囃子城山愛好会

小松東雲泉新流
今泉新町お囃子会

小松流新囃子宇都宮
子供お囃子連

松田流板戸若福会

飯田町囃子連

佐作流屋板本町
お囃子連

宇都宮芸妓組合

小門吉兵衛流
飯田お囃子

石那田屋台
囃子原坪保存会

吉田流新囃子岡
古城内囃子連

新清流御田長島
五段囃子保存会

徳次郎地区
囃子保存会（4町会）

新清流東谷囃子会

宇都宮駅東お囃子会

中島町佐作楽流
保存会

鹿沼平戸流お囃子

上四条町（山車）

宿郷東自治会
お囃子会

新小松流一里囃子連

小松流新囃子宮の会

野尻長坂お囃子会

新宿流
五段囃子砥上町

上の島お囃子

野尻長坂天祭

砂田佐作流

小松流新囃子

砥上町新囃子

下川岸お囃子

坊村保存会

大工町（ 屋台）

本郷町（屋台）

伝馬町（屋台）

蓬莱町（屋台）

原石那田 （屋台）

仲町（屋台）

門前（屋台）

上町（屋台）

西根（屋台）

一の沢御輿愛護会

田原睦会

古田金剛会

三祖神社神輿会

中戸祭柿塚会

清壱

菊水町

横川神輿会

市場神輿

雀下町金剛会

清原神輿会

中戸祭一区自治会

高根沢町

天神青少年育成会

戸祭地区4丁目櫻会

鶴田宮の原南部

錦青年会

西塙田育成会

一の沢御輿会わ助

寺町青年会

宮園町東栄会

曲師町宮輿会

雀宮下町桜睦会

高谷林自治会

宝木町2の2町会

中戸祭一区

宝木子供みこし会

一条3丁目麗神会

清原台4丁目5区

湖南宇都宮振武会

簗瀬1丁目

川向4丁目

河原町亀井ケ丘

雀宮神社

寺町みどり会

弥生1丁目卯月

本郷町睦会

平出雷電神社

雀宮日の出通り

御幸本町中央

西大寛町

花房本町睦会

一条4丁目

天神町

桜大谷通り町会

亀井ケ丘自治会

旭河みこし会

泉町自治会

二里山自治会

宿郷1丁目

北一の沢

中河原町

清水町

宿一自治会

今泉八坂

本丸東部

石町

宮町1区

三条町北部

西大寛本町

江曽島東町宮壱会

寺町

材木町協和会

元石町

押切町

旭町2丁目湖南

旭栄町

大町

東塙田2区

バンバ通り商店街

宮島町

西塙田北部

寿町

中央北部

中塙田2区

東塙田7区

百目鬼町会

塙田睦会

上河原町

旭町本丸西部

宇都宮みこし愛好会

川向1丁目

雀の宮上町

旭1・2丁目南部

中河原2丁目

城子連

もみじ通り商店街

今小路町

大寛町共和会

馬場町

旭町三の丸

中塙田2区

江野町

旭南自治会

東塙田6区

日野町

上四条会

寿町

中河原町

簗瀬1丁目

塙田百目鬼

本丸西部

白絹子供会

逆面子供会

逆面獅子舞愛好会

上横倉町獅子舞
保存会

宇都宮鳶木遣り
保存会

宮木遣り保存会

藤原町の竜王太鼓

馬頭祝太鼓

福原の餅つき唄

南飯田神田ばやし

宗円獅子舞保存会

瓦谷の神楽保存会

飯山町獅子舞保存会

八坂神社
太々神楽保存会

関堀町獅子舞保存会

二荒山神社
神楽保存会

篠井金掘唄・
草刈唄保存会

アイワ

シティメイツ
（青少年ホーム）

ニューフェース
オーケストラ

（給食センター）

ブルービーチ
（日本ランコ）

スイングストーン
（東京電力）

G&G
（工業中央指導所）

スインギングハード
（栃木放送）

ツーオンズ
（シンガー日鋼）

ニューシャープ

栃木信用金庫

四ツ竹育香会

ヨークベニマル
労働組合

シルバー大学校
中央校盆踊りクラブ

平松本町自治会

宇都宮つづれ舞踊会

中央ザウルス

野村証券宇都宮支店

緑2丁目自治会

NTTドコモ栃木支店

ふるさと栃木民舞連

いきいき元気体操

三喜流千津代会

富士流民舞一千代会

栃木江戸芸
かっぽれ梅桜会

烏山信用金庫

綾生会

安田信託銀行
宇都宮支店

宇都宮市子供育成会

NHK宇都宮放送局

宮どじょうすくい会

東野交通

八千代会

藤扇丞扇会

宇都宮商工会議所・
中国チチハル市

研修生

宇都宮中央郵便局

ビューティーアトリエ

am/pmジャパン

JA宇都宮婦人部

千葉会

三喜千代治会

宇都宮貯金
事務センター

宇都宮民舞宮の会

三喜敏千代会

栃木県美容業
環境衛生同業組合

宇都宮支部

JR東日本宇都宮地区

栃木県中央信用組合

千葉雅富会

せんば流綾生会

北関東綜合警備保障

宇都宮信用金庫

三喜流大和支部

カルビー宇都宮工場

栃木銀行

岩曽町東自治会
岩戸会

秀和会

すみれ会

アイレディース化粧品
宇都宮支部

中山民舞会

敏千代会

穂喜代会

房千代会

千津代会

川中子会

NTT宇都宮支店

今小路自治会友の会

渡辺歌子しのぶ会

翠峰会

芳伎代会

智近会

昌千代会

雅富会

一千代会

足利銀行

江曽島東自治会

つかさ民舞会

花扇会

智千代会

阿井千代会

稲千代会

妙嘉代会

詩之舞会

TAIKO－LAB栃木

和太鼓楽「心響」

東峰和太鼓部

湯澤一樹太鼓組

野州轟一番太鼓

和太鼓 阿牛

栃木三宅会

東峰戦隊
保育園ジャー !

和太鼓 宝塾

今宮太鼓 響綾

聴障太鼓「響」

山太鼓大東保存会

西地区ひまわり太鼓

うめばやし
学童太鼓クラブ

文星太鼓

つれづれ太鼓

和太鼓集団餓鬼

さんらく太鼓

和太鼓学び舎

巴波会

ゆりかごキッズ
ナーサリースクール

疾風太鼓

うめばやし保育園

市貝武者太鼓振興会

あすなろ太鼓
若獅子隊

和太鼓軍団輝

山びこ観音太鼓

和太鼓 －楽－

日光街道杉並木
太鼓会

岩舟武蔵太鼓

高根沢湧泉太鼓の会

和太鼓美風伝

和太鼓集団鼓舞士

美連一番太鼓

栃木和蔵会

風神太鼓

鬼怒麗人太鼓

下野不動太鼓保存会

鬼怒飛行太鼓

警察手眼太鼓

野州雷太鼓

創作男体雷太鼓

大和ハウス工業
宇都宮支店

四つ竹育香会

NTTドコモ栃木支店

大原学園宇都宮校

ピースフル富屋

住吉福祉会

翔舞

ファンファン
ミュージカル

リクルート北関東
マーケティング

陽西中学校

トミーヤ・マミーズ

遊幻空間

宇都宮市民
ミュージカル協会

華おとめ小町・梵天

ジャンビーズ

絆翔~HY~

みんなで楽しく
おどろう会

梵小睦都舞

よさこいキッズ

雷さん

嵐舞衆

いろは

小林ダンススタジオ

宇都宮未来クラブ

城山Jr.クラブ

宇都宮子供劇場

宇都宮北

ハナタイカ

夢翔華

雨情よさこいクラブ

アート&スポーツ
専門学校

TEAMみぎえならえ

スポルトかわち「ship」

栃の葉よさこい連

フレンドシップ
よさこい

花鳥風月

宇都宮響

飛晴

瑞穂野さくら

積水ハウス
宇都宮支店

文星芸術大学

友遊いずみクラブ

ひまわりなるこ会

舞妃女

Smile

うめばやし保育園

きれいどころ

陽北中学校

文星アルカディア

みやふね

宇都宮
リーダースクラブ

穂乃華

戸祭小学校

栃木信用金庫

元石町婦人会

陽南陸上クラブ

あほうどり

陽南よさこい
子供クラブ

大工町レディース

住吉保育園

よさこい宇都宮

プロジェクトK

栃木銀行

宝木小学校

国際交流協会
地域交流部会

おせっ会

アホ踊り

翔美なるこクラブ

Good day mate!!

セレニテ

ウイラニピリアロハ

サンバ婆

冒'Z

マッキー

PANPY

3美クラブ

MFジャズバレエ
カンパニー

Hearts & Heaven

シェイクハンズ友の会

足利銀行

Factory of Move
425スタジオ

J・カンパニー

高知市よさこい
鳴子踊り子隊

ひばり保育園

宝木保育園

江曽島保育園

ナーサリースクール
とまつり

みちおせ保育園

ゆりかご保育園

しらとり保育園

星風会雀宮保育園
ステラ

瑞穂野保育園

御幸保育園

こばと保育園

不動前保育園

陽西保育園

あゆみ北保育園

バンビーニとよさと

バンビーニゆめ

すみれ保育園

あゆみ保育園

風と緑の幼稚園

やしお幼稚園

清原ミドリ幼稚園

駒生幼稚園

上河内幼稚園

平出幼稚園

さくらが丘幼稚園

すずめ幼稚園

ゆたか幼稚園

能満寺幼稚園

みふみ幼稚園

八幡台幼稚園

中鶴田幼稚園

伊東文化幼稚園

平出むつみ幼稚園

作新学院幼稚園

認定しらゆりこども園

うつのみや市
商工会青年部

明保地区明るい
まちづくり協議会

梵天祭り実行委員会

かみかわち梵天祭り
実行委員会

ボーイスカウト河内
第１・宇都宮第１

河内商工会青年部

ふるさと宮まつり
梵天実行委員会

マーチングバンド

山車屋台おはやし

みこし

郷土芸能

若人の広場

おどり

和太鼓

宮っ子よさこい

宮っ子パレード

宮の梵天
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料 

編

ふるさと宮まつり　これまでの参加団体一覧
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まちづくり推進機構ではここに掲載されていないポスター（第2,3,7,8,9,10,11回）を探しております。
もしお持ちの方がいらっしゃいましたら、まちづくり推進機構までご連絡ください。

第31回 平成18（2006）年

第21回 平成8（1996）年

第1回 昭和51（1976）年

第32回 平成19（2007）年

第22回 平成9（1997）年 第12回 昭和62（1987）年

第33回 平成20（2008）年

第23回 平成10（1998）年

第34回 平成21（2009）年

第24回 平成11（1999）年

第14回 平成元（1989）年 第4回 昭和54（1979）年第35回 平成22（2010）年

第25回 平成12（2000）年

第15回 平成2（1990）年 第5回 昭和55（1980）年第36回 平成23（2011）年

第26回 平成13（2001）年

第16回 平成3（1991）年 第6回 昭和56（1981）年第37回 平成24（2012）年

第27回 平成14（2002）年

第17回 平成4（1992）年第38回 平成25（2013）年

第28回 平成15（2003）年

第18回 平成5（1993）年第39回 平成26（2014）年

第29回 平成16（2004）年

第30回 平成17（2005）年

第20回 平成7（1995）年

細
谷
小
学
校
3
年  

福
田 

彩
乃

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
4
年  

金
子 

愛
也
加 

緑
が
丘
小
学
校
6
年  

久
保 

美
貴 

新
田
小
学
校
5
年  

斉
藤 

颯 

御
幸
が
原
小
学
校
3
年  

岸 

紘
平

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
2
年  

阿
部 

百
恵 

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
4
年  

大
栗 

恵

東
小
学
校
6
年  

丸
山 

澄
人 

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
2
年  

川
俣 

希 

宇
都
宮
市
立
陽
南
小
学
校
4
年  

萩
原 

健
太 

宮
の
原
小
学
校
6
年  

林 

あ
す
か 

五
代
小
学
校
6
年  

松
本 

彩
花 

宇
都
宮
大
学
附
属
小
学
校
5
年  

細
内 

草
太 

城
東
小
学
校
3
年  

見
目 

智
也

作
新
学
院
小
学
部
2
年  

猪
瀬 

景
子

姿
川
中
央
小
学
校
3
年  

初
谷 

菜
摘

泉
が
丘
小
学
校  
山
﨑 

麻
以

簗
瀬
小
学
校
5
年  

桧
山 

聖
美
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1
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

2
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

3
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

4
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

5
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

6
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

7
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

8
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

9
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

10
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

1976
昭和51年

250,000佐々木 正 荒山 修
天皇在位50年式典挙行／アメリカ建国200年祭挙行

開催委員会会則制定

1977
昭和52年

280,000八城 光男 宮本 泰延
瑞穂野工業団地の分譲開始／オリオン通り曲師町アーケード カラー舗装工事完成

みこし部会会則制定

1978
昭和53年

400,000小林 丘 上野 晃一
オリオン通り振興組合アーケード カラー舗装完成／会議所事務所を現在地に移転

1979
昭和54年

240,000上野 晃一 竹谷 正義
第2次オイルショック起る／東武一番通りアーケード カラー舗装完成／国体に合わせ市内ホテ
ル・旅館の増改築行われる

1980
昭和55年

350,000宮本 匡通 鈴木 孝助
第35回国体開催／池上町振興組合アーケード完成／オリオン通り曲師町にスターロード完成
／市文化会館完成

1981
昭和56年

330,000赤羽 尚真 高村 昭
ニュージーランド・マヌカウ市（現オークランド市）と姉妹都市提携／駅東口に田原屋オープン
／市体育館・文化会館開館

1982
昭和57年

280,000須藤 隆夫 岩島 和夫
東北新幹線（大宮～盛岡）開通／みはし通り商店会街路灯完成

パレード部会会則制定、オープニングにレーザーショーを実施

1983
昭和58年

150,000（1日のみ）鈴木 孝助 宮本 隆昌
駅西口にペデストリアンデッキ完成／江野町コミュニテイー道路完成／市営中央駐車場オープ
ン

ミス宮まつりコンテスト開催

1984
昭和59年

200,000（1日のみ）石毛 年資 荒川 之裕
宇都宮テクノポリス開発計画が国に承認／ 84とちぎ博開催／中国・チチハル市と友好都市提
携／人口40万人

大谷石で干支の彫刻開始、クリーン大作戦（清掃）始まる

1985
昭和60年

250,000笠間 陽一 石田 晃一
東北新幹線上野乗り入れ

神社境内で打ち上げ花火

11
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

12
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

13
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

14
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

15
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

16
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

17
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

18
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

19
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

20
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

1986
昭和61年

260,000加藤 秀男 仲野 順一
市の木に「イチョウ」を制定／市役所現在地に移る

バボットとバルーンアーチによる装飾実施

1987
昭和62年

200,000小堀 康夫 鈴木 雅文
市民の日制定記念式典開催

観光協会が事務局となる

1988
昭和63年

250,000青木 直樹 宮本 隆昌
宇都宮清原球場・体育館オープン／食と緑の博覧会開催

郷土芸能部会会則制定

1989
平成元年

350,000中島 理 坂寄 修一
フランス・オルレアン市と姉妹都市提携／帝京大学理工学部・作新大学・文星短期大学の3
校が開学

おどり開始、日曜日台風で中止

1990
平成2年

300,000牛久 善勝 鈴木 康彦
駅西口再開発ビル完成ロビンソン百貨店オープン／駅ビルパセオ開店／東北線（上野～黒磯）
に「宇都宮線」の愛称

おどり部会会則制定

1991
平成3年

700,000片柳 工 川田 康夫
東北新幹線が東京始発となる／塙田トンネル貫通／県総合文化センターオープン／市総合福祉
センター開館

前夜祭開催、山車・おはやし部会会則制定

1992
平成4年

250,000若渡 哲久 菊地 一郎
アメリカ・タルサ市と姉妹都市提携／釡川改修事業が完了／東図書館がオープン

1993
平成5年

270,000辻 博明 飯村 悟
宇都宮餃子会が発足／清原工業団地にグリーンスタジアム完成／ホリデーパーキング開設

1994
平成6年

300,000小池 厚之 螺良 昭人
FM栃木開局／市スケートセンターが城南3丁目にオープン／宇都宮福田屋ショッピングタウン
開店

宮っ子みこし開始

1995
平成7年

250,000坂寄 修一 駒場 謙一
イタリア・ピエトラサンタ市と文化友好都市提携

干支彫刻完了・節目のビデオ作製
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21
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

22
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

23
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

24
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

25
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

26
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

27
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

28
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

29
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

30
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

1996
平成8年

300,000石田 晃一 阿部 照史
市制100周年を迎える／中核市となる／農林公園ろまんちっく村オープン／宮環が完成／二荒
山神社のライトアップ始まる

よさこい開始・百周年ビデオ作製

1997
平成9年

300,000佐藤 栄一 矢治 和之
宇都宮美術館が開館／宇都宮パルコオープン／市営相生駐車場オープン

ポスター原画・ボランティア募集開始

1998
平成10年

250,000飯村 悟 金柿 説生
来らっせオープン／保健所が竹林町に開所

よさこい鳴子の名称を宮っ子よさこいに変更

1999
平成11年

300,000上野 勝弘 渡辺 明弘
とちぎテレビが開局／第1回宇都宮餃子祭り開催／宇都宮まちづくり推進機構設立

とちぎテレビで生中継開始

2000
平成12年

200,000大矢 裕啓 竹内 智祐
全国都市緑化とちぎフェアの開催／北関東自動車道の栃木都賀JCから宇都宮上三川ICまで開
通／アピタ宇都宮店開店／上野百貨店閉館

和太鼓部会会則制定、開催本部移動（新うえのから）

2001
平成13年

250,000桜井 啓一 児玉 博利
協同組合宇都宮餃子会設立／オリオン通りロフト館跡にフェスタオープン／旧アムス跡に109
うつのみやオープン

2002
平成14年

250,000矢治 和之 長野 方明
市内循環バス「きぶな」運行開始／まちづくり交流センター「イエローフィッシュ」開設／西武
百貨店宇都宮店閉店

2003
平成15年

250,000伴 靖 尾嶋 弘行
ロビンソン百貨店宇都宮店閉店／ FKDショッピングモールインターパーク店開店／「来らっせ」
ラパーク長崎屋に移転／足利銀行一時国有化

パスザオレンジ実施・我妻兄弟放送開始、おはやし巡行開始

2004
平成16年

200,000並木 正裕 磯野 浩久
宇都宮屋台横丁が日野町通りにオープン／複合商業施設ベルモールがオープン

上河内町、河内町が参加

2005
平成17年

200,000篠崎 圭一 古舘 英明
飛山城址公園が竹下町に開園／宇都宮競馬56年の歴史に幕／ 109うつのみや閉店

第30回記念打ち上げ花火、DVD作製

31
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

32
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

33
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

34
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

35
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

36
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

37
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

38
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

39
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと

2006
平成18年

250,000金柿 説生 鈴木 秀範
オリオン市民広場「オリオンスクエア」がオープン／市制110周年記念式典を開催／大通りに
ぎわいまつり開催

宮っ子パレード開始（幼稚園児）

2007
平成19年

250,000石下 光良 永井 紀好
宇都宮城址公園が本丸町に開園／うつのみや表参道スクエア（妖精ミュージアム含む）がオー
プン／上河内・河内町と合併し新宇都宮市に

宮の梵天開始

2008
平成20年

250,000渡部 修三 山本 和紀
栃木県庁舎が開庁／リーマンショック

神社旧鳥居の前で花火

2009
平成21年

250,000檜山 昌彦 佐藤 康之
宇都宮アンテナショップ「宮カフェ」オープン

プロスポーツPRブースの設置

2010
平成22年

250,000直井 昭佳 神宮 祥臣
リンク栃木ブレックス優勝パレード実施／ジャパンカップ・
クリテリウムを大通りで初実施

宮まつりグッズ販売開始

2011
平成23年

200,000徳原 龍樹 赤松 栄紀
下野新聞社がオリオン通り沿いにニュースカフェをオープン／東日本大震災に伴う計画停電が
実施される／全国スポレク祭とちぎ2011を開催

バンバ広場全面完成、商標登録完了

2012
平成24年

250,000山本 和紀 本澤 崇
東京スカイツリータウンに「とちまるショップ」オープン

宮っ子パレードⅡ保育園参加

2013
平成25年

250,000福田 治久 金 克彦
来らっせ東武宇都宮店がオープン

2014
平成26年

250,000村上 正高 鈴木 善勝
ねんりんピック栃木開催

宮っ子パレード東電～上河原で実施

40
第

回

実行本部長 実行委員長 観客数

市のできごと2015
平成27年

須山 裕史 木村 武士

おたのしみに

※観客数は下野新聞記載の数を参考に算出しました。ほとんどが宮まつり初日土曜日のデータです。
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ふるさと宮まつり開催委員会
宇都宮観光コンベンション協会
下野新聞社

〒320-0806
栃木県宇都宮市中央3丁目1番 4号
栃木県産業会館2階

特定非営利活動法人
宇都宮まちづくり推進機構
宮再発見専門委員会

TEL. 028-632-8215
FAX. 028-636-7421

有限会社　石川印刷所

［編集・発行］

［協　　力］

［印刷・製本］

ふるさと宮まつり
40年のあゆみ

平成27（2015）年4月　発行

印刷、製本には注意を払い行っておりますが、万一乱丁・落丁があった場合にはご連絡をお願いいたします。
本 誌作成にあたり多くの方にご協力を賜りました。

この場をお 借りしてお 礼申し上げます。
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